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１．水稲高品質生産のための指標値

１.コシヒカリ
項目 指標値 項目 指標値

育苗期 播種量 乾籾150g/箱 収穫期 調製網目 1.85mm
移植期 移植期 5月5～20日 玄米千粒重 21.5g以上

苗の植付本数 4～5本/株 整粒歩合(目視による) 85％以上
生育期 穂肥時期 出穂前15日 収量 510kg/10a
収穫期 落水 出穂後30日以降 1等比率 90％以上

収穫適期 帯緑籾率10～5％ 玄米水分 15％
穂数 400本/㎡ 玄米粗タンパク質含量 6.4％以下(水分15％)

一穂籾数 75粒程度 食味値(参考) 80以上
登熟歩合 80％以上

２.あきたこまち
項目 指標値 項目 指標値

育苗期 播種量 乾籾150g/箱 収穫期 調製網目 1.85mm
移植期 移植期 4月下旬～5月上旬 玄米千粒重 21.5g以上

苗の植付本数 4～5本/株 整粒歩合(目視による) 85％以上
生育期 穂肥時期 出穂前20日 収量 510kg/10a
収穫期 落水 出穂後25日以降 1等比率 90％以上

収穫適期 帯緑籾率10～5％ 玄米水分 15％
穂数 430～450本/㎡ 玄米粗タンパク質含量 6.5％以下(水分15％)

一穂籾数 65～70粒程度
登熟歩合 80％以上

注)8月下旬の収穫を目標とした栽培法についての指標値｡

３.ふくまる（一般栽培）
項目 指標値 項目 指標値

育苗期 播種量 乾籾160g/箱 収穫期 稈長 85cm程度
移植期 移植期 4月下旬～5月中旬 倒伏程度 2(少)以下

栽植密度 50～60株/坪 穂数 400本/㎡以上
苗の植付本数 4～5本/株 一穂籾数 75粒程度

生育期 穂肥時期 出穂前18日 登熟歩合 80％以上
出穂前20日の生育 草丈65～70cm､ 調製網目 1.85mm
(移植後55～60日) 茎数500～550本 玄米千粒重 23.5g以上

/㎡､葉色3.6～4 収量 600kg/10a以上
以下(葉色板) 1等比率 100％

収穫期 落水 出穂後30日以降 玄米水分 15％
収穫適期 帯緑籾率15～6％



２．水稲のリン酸低減技術 
リン酸施肥コスト削減のため、水稲（コシヒカリ）栽培におけるリン酸減肥指針を作成した。土壌モ

ニタリング調査によると、茨城県内の土壌中の可給態リン酸含量は、改善基準値を下回る圃場の割合は

年々少なくなっており、直近の結果（平成 21～24 年）では県内水田土壌の約 80％が改善基準値以上の

値となっている。 
 

リン酸の減肥指針 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

リン酸の減肥が収量や品質に及ぼす影響 
平成 21 年から 25 年の 5 年間、県内の沖積土壌のリン酸改善基準値を上回る圃場と下回る圃場におい

てリン酸の減肥栽培試験を継続して実施した。 
その結果、作付け前土壌の可給態リン酸含量が基準値以上（12.1mg/100ｇ）の圃場では、リン酸を基

準施肥量から 50％減肥した栽培を行っても、収量が著しく減収することはなかった（図１）。また、リ

ン酸減肥が収量構成要素や米の食味に関連する玄米タンパク質含量へ及ぼす影響は認められなかった。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
減肥栽培におけるリン酸の収支 

① 土壌の可給態リン酸含量が改善基準値以上の水田では、50％のリン酸減肥栽培であれば、収量・

品質に及ぼす影響は小さく、リン酸の基肥施肥量の 50％の減肥栽培が可能。 

② 減肥栽培可能な期間は、減肥を開始する時点での土壌中の可給態リン酸含量によって異なるが、

減肥栽培を３作終えた後に土壌診断を実施し、可給態リン酸含量が改善基準値以上であるか確認す

る。 

③ 連年水田で収穫後にワラを圃場に還元するという条件が前提である。WCS 等、稲ワラも圃場か

ら持ち出す場合、リン酸の投入量と持ち出し量の収支がマイナスになることが予想される。 

④ 黒ボク土壌などリン酸吸収係数が高い土壌では従来どおりのリン酸施肥を実施する。 
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図１ リン酸 50％減肥栽培が玄米収量に及ぼす影響 
※収量は各年度のリン酸施肥標準区の収量を 100とした時の指数 



リン酸を基準の 50％減肥して水稲を栽培した場合のリン酸の収支をみると、リン酸の施用量と籾収穫

に伴うリン酸の持ち出し量はほぼ同量となる（表１）。このため、ワラを圃場に還元している水田では、

50％減肥栽培を５年間継続しても土壌の可給態リン酸含量は減少することなく、一定水準を維持してい

た（図２）。 

 

 
 
 
出典 
１．平成 25 年度茨城県主要成果  水稲における土壌中の可給態リン酸含量に応じた減肥基準 
２．農業いばらき 67 巻 P50  水稲栽培におけるリン酸の減肥 
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図２ 作前土壌中の可給態リン酸含量の推移 

※可給態リン酸はトルオーグ法により分析した。 

※図中の点線はリン酸の土壌改良基準値の下限を示す。 

表１ 減肥栽培におけるリン酸の収支 



３.水稲計画生産のための移植期と熟期
コンバイン収穫の普及に伴い、規模の拡大が進められつつあるが、作付け品種が偏り収穫時期が集

中する傾向がある。良質米の生産、収穫・乾燥機などの効率的な利用を図るためには品種や作期を分

散し、収穫時の作業集中を避けることが重要である。

第1表には｢日長を加味した水稲発育予測モデル(平成8年)｣､および｢表計算ソフトを使用した水稲発

育予測モデルファイル(平成18年)｣によって算出した地域・移植期・品種別の生育ステージを示した。

第1表 水稲発育予測モデルによる地域別･移植期と出穂期･成熟期の関係（計算値）

あきたこまち ひとめぼれ コシヒカリ ゆめひたち

地 域 移植期

出穂期 成熟期 出穂期 成熟期 出穂期 成熟期 出穂期 成熟期

4/20 7/19 8/24 7/23 8/29 8/ 2 9/10 8/ 2 9/10

5/ 1 7/23 8/27 7/25 8/31 8/ 4 9/13 8/ 5 9/13

5/10 7/27 9/ 1 7/30 9/ 5 8/ 8 9/17 8/ 9 9/18

日 立 5/20 8/ 1 9/ 6 8/ 3 9/10 8/11 9/21 8/13 9/23

6/ 1 8/ 8 9/13 8/10 9/18 8/16 9/27 8/18 9/29

6/10 8/13 9/19 8/16 9/25 8/20 10/ 2 8/23 10/ 6

6/20 8/20 9/28 8/24 10/ 5 8/26 10/10 8/29 10/14

4/20 7/15 8/19 7/18 8/24 7/28 9/ 4 7/29 9/ 5

5/ 1 7/19 8/23 7/21 8/26 7/31 9/ 7 8/ 1 9/ 8

5/10 7/24 8/27 7/26 9/ 1 8/ 4 9/12 8/ 5 9/13

水 戸 5/20 7/29 9/ 2 7/31 9/ 6 8/ 7 9/15 8/10 9/19

6/ 1 8/ 5 9/ 9 8/ 8 9/15 8/13 9/23 8/16 9/26

6/10 8/11 9/16 8/15 9/23 8/18 9/29 8/21 10/ 3

6/20 8/18 9/25 8/24 10/ 5 8/25 10/ 9 8/27 10/11

4/20 7/12 8/17 7/14 8/19 7/24 8/29 7/25 8/30

5/ 1 7/17 8/22 7/18 8/23 7/27 9/ 1 7/28 9/ 2

5/10 7/22 8/26 7/23 8/28 7/31 9/ 5 8/ 2 9/ 8

龍ケ崎 5/20 7/27 9/ 1 7/30 9/ 4 8/ 5 9/11 8/ 7 9/13

6/ 1 8/ 4 9/ 9 8/ 7 9/13 8/11 9/18 8/14 9/22

6/10 8/10 9/16 8/14 9/21 8/17 9/25 8/19 9/28

6/20 8/17 9/25 8/23 10/ 3 8/24 10/ 4 8/26 10/ 7

4/20 7/12 8/17 7/14 8/19 7/23 8/28 7/24 8/29

5/ 1 7/16 8/21 7/17 8/22 7/26 8/31 7/28 9/ 2

5/10 7/21 8/26 7/23 8/28 7/31 9/ 5 8/ 2 9/ 8

下 妻 5/20 7/27 9/ 1 7/29 9/ 3 8/ 5 9/11 8/ 7 9/13

6/ 1 8/ 3 9/ 8 8/ 7 9/13 8/11 9/18 8/14 9/22

6/10 8/ 9 9/15 8/14 9/21 8/17 9/25 8/19 9/28

6/20 8/17 9/25 8/23 10/ 3 8/24 10/ 4 8/26 10/ 7

4/20 7/ 9 8/13 7/11 8/15 7/19 8/23 7/21 8/25

5/ 1 7/13 8/16 7/14 8/18 7/23 8/27 7/25 8/29

5/10 7/18 8/21 7/20 8/24 7/28 9/ 1 7/30 9/ 3

古 河 5/20 7/24 8/27 7/27 8/31 8/ 2 9/ 6 8/ 5 9/10

6/ 1 8/ 1 9/ 5 8/ 6 9/11 8/ 9 9/14 8/12 9/18

6/10 8/ 7 9/12 8/13 9/19 8/15 9/21 8/17 9/24

6/20 8/15 9/21 8/23 10/ 2 8/23 10/ 2 8/25 10/ 5

＊気象データは気象庁観測値(日立、水戸、龍ケ崎、下妻、古河、2007～2016年)を使用。



４．水稲のプール育苗法 

 

水稲のプール育苗は、ハウス内に簡易プールを設置して湛水

育苗する方法である（写真）。灌水や温度管理の手間が省けると

ともに、乾燥の心配がないので床土量を削減できる。また、湛

水管理することで灌水ムラの防止、苗立枯病やもみ枯細菌病な

どの病害抑制も期待できる。このため、省力化の目的だけでな

く、減農薬栽培などでも取り入れられている。 

 

（１）浸種から出芽まで 

・浸種～出芽までの作業は通常の育苗方式と同じである。 

・種子の浸漬はコシヒカリの場合、積算水温（水温×日数）で 120℃、他の品種では 100～110℃を目

安とする（水温は 10～15℃）。播種は芽の長さが１㎜程度のハト胸状態にしてから行う。 

・プール育苗では箱下に根が伸びやすいので、底孔の少ない苗箱を使用するか箱底に専用の敷き紙を

使用するなどの対策をとる（プール育苗専用の苗箱を用いると良い）。 

・プール内に平置きして出芽させる場合、籾の持ち上がり現象が起きやすいので、播種量は箱当たり

160g 以下にする。 

・天候不良時には、出芽揃いが悪く、苗立枯病が発生しやすくなるので、十分な浸種と均一な催芽を

徹底する。また、温度管理には保温性の高い被覆資材を使うとともに、急な晴天による高温障害(焼

け)を受けないよう注意する。 

（２）育苗プールの設置 

＜設置手順＞ 

①水盛り缶やレーザー水平器などを用いて出来るだけ水平

に置き床をならす。 

②周囲を鉄パイプや角材などで 6～7 ㎝ほど高く囲う。移植

前の落水などで水位調節しやすいよう、水尻側のプール外

枠の一部を取り外しできるようにしておくと良い。 

③厚めのビニールやポリフィルム、ブルーシートなどを枠の

上に敷く。漏水対策としてシートは二重に敷き、下側には

雑草の発生を抑えるため、遮光性のものを用いると良い。 

④余った端をコンクリートブロックや盛り土などで押さえ

てプールを完成させる。 

⑤苗箱を並べる際にシートを傷つけると、漏水の原因になるの

で注意する。プール内に発泡スチロールなどの踏み板を敷い

て作業すると良い。 

＜留意点＞ 

・置き床の高低差は 3cm 以内とする。地面の勾配が大きい場合

には、適当なところで区切ってそれぞれを水平にならし、小プール（右図）を作る。 

・プールの大きさは、水の循環を良くするため、育苗箱とプールの周囲が少なくとも 5cm 以上離れる

よう勘案して決める。 

・鉄製のパイプをプール枠に使用すると、入水前の夜間は周囲の温度が低下しやすくなる。早期育苗

ではプール枠周囲の温度低下に注意する。 

 

水の流れ

低

高

図　プール育苗の設置例



（３）育苗期の管理について 

・緑化期までの管理は通常の育苗と同じである。 

・緑化が終了したら、床土以下の水位まで入水、2 葉目の抽出が始まったら床土の上まで湛水する。

プール育苗専用の苗箱を用いると、入水時にサイドカットから水がスムーズに入り、床土量を減ら

しても苗箱が浮きにくい。 

・病害抑制の面から、湛水開始後は床土の上まで水深を保つことが望ましい。減水しても、床土が湿

っているうちに再び湛水すれば、生育に支障はない。 

・入水すると、保温効果で苗が徒長しやすくなるので、夜間に被覆の必要はない。また、昼夜ともハ

ウスの両側を開放状態にする。ただし、降霜が心配される時は、夕方に水を深く張り、ハウスの両

側を閉める。 

・特に播種期が遅い場合には換気を十分に行い、徒長防止に努める。晩植などの育苗では育苗期間を

短縮するか、露地にプールを設置する。 

・苗質劣化防止のため、追肥を行う場合、一時落水し、箱当たり窒素成分で 0.5～1g を灌注する。 

（４）移植前の準備と注意点 

・苗箱を運搬しやすくするため、移植の 2～3日前には落水する。苗箱施薬剤は湛水中に散布すると、

薬剤が急激に溶け出して薬害が発生する場合もあるので、必ず落水後に散布する。 

・プール育苗した苗は乾燥に弱いので、移植作業中に畦畔などで長時間放置しない。また、低温にも

弱いので、移植時の気象条件やその後の水管理にも注意する。 

 



５．水稲の株間別生育特性 

  株間を慣行より広げて移植することで育苗資材費の削減による低コスト化や育苗管理の省力化、

移植時の軽労化が期待できる。ここでは「コシヒカリ」および「あきたこまち」の生育、収量、

品質について以下に記す。 

１） 5 月上旬移植「コシヒカリ」の生育・収量・品質 

株間 18㎝（以下 慣行）より株間を広げて栽培すると 

草丈は同様に推移するが、単位面積当たりの茎数の増加は 

遅く、葉色は濃く推移する。葉色は幼穂形成期ごろ濃淡の 

差が大きくなる（図 2）。出穂期および成熟期は株間 21～ 

30 ㎝で慣行より 1日程度遅くなる。このとき出穂始めから 

穂揃期までの出穂期間は同様である。株間が広いほど稈長 

が長くなる傾向があるが、倒伏程度に差はみられない。 

収量は慣行と同程度となる。これは、株間を広げると一 

穂籾数が増加し、単位面積当たり穂数の減少を補うことで 

籾数が慣行並に確保できることに加え、千粒重がやや重く 

なるためと考えられる（表 1）。なお、一穂籾数の増加は二 

次枝梗に着生する籾の増加によるものと考えられる（図 3）。 

品質について、玄米粗タンパク質含有量は株間にかかわ 

らず同程度である。玄米外観品質は株間 21～25 ㎝で慣行よ 

り乳白粒の発生がやや多く、株間 30㎝ではその他白未熟粒 

の発生がやや多くなるが有意な差は認められない（図 4）。 

 これより、5月上旬に移植した「コシヒカリ」では株間を 30㎝に広げても慣行と同等の収量と

品質が得られると考えられる。このとき、株間を広げる効果を発揮するため施肥管理や水管理を

徹底し、単位面積当たりの籾数の確保や品質向上に努めることが重要である。 

 

株間
栽植
密度

出穂期 成熟期
倒伏
程度

稈長
一穂
籾数

㎡あたり
籾数

千粒重
登熟
歩合

玄米重
慣行
対比

玄米粗
タンパク質

含量

（cm） （株/坪）（月/日）（月/日） （0-5） （cm） （本/株）（本/㎡） （粒） （百粒/㎡） （g） （％） （kg/10a） （％） （％）

18 61 8/4 9/9 3.0 91.9 21 396 79.2 314 20.7 88.4 570 100 6.3

21 52 8/5 9/10 3.5 92.9 24 381 84.6 322 20.9 81.0 567 99 6.4

25 44 8/5 9/10 3.5 94.4 27 364 87.6 320 21.1 85.5 583 102 6.5

30 37 8/5 9/10 3.0 94.2 34 372 87.6 327 21.0 87.8 574 101 6.3

注1） 耕種概要

　　　　移植期：平成23年5月6日。移植：稚苗を植付本数5本/株とし、稚苗を手植えした。

　　　　施肥窒素量：基肥5kg/10a、穂肥3kg/10a（出穂前20日を目安）を施用した。
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図 1 移植後 40 日の様子 

（左：株間 18cm、右：株間 30cm） 

 

図 2  葉色の推移（葉色板） 

図 4 「コシヒカリ」の株間別玄米外観品質 
注 1）株間ごとに 150 本程度の穂を採取し調査した。 

注1） 数値は穀粒判別 

（S 社製 RGQI10B）

の測定結果。  

粒数比を記載。 

注 2）乳白粒：     

乳白粒＋白死米 

その他白未熟粒：

基部未熟粒＋ 

腹白粒＋その他

未熟粒     

とした。 

表 1 5 月上旬移植「コシヒカリ」の株間別生育、収量、品質 

図 3 株間別の二次枝梗着粒割合 
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２） 4 月中旬移植「あきたこまち」の生育・収量・品質 

株間 16㎝（以下 慣行）より株間を広げて栽培すると、草丈、株あたり茎数ならびに葉色は慣行

と同様に推移する。出穂期は株間 30㎝のとき慣行より 2日遅く、出穂始めから穂揃期までの出穂期

間は 3日ほど長く、成熟期は 3日程度遅くなる。 

収量は株間 25～30 ㎝で減収する。これは株間を広げると一穂籾数は多くなるものの、穂数の減少

を補えず単位面積当たり籾数がやや少なくなったためと考えられる。また、登熟歩合および千粒重

は株間にかかわらずほぼ同等であり、籾数不足を補えなかったことも要因として考えられる（表 2）。    

品質について、玄米粗タンパク質含有量は株間にかかわらず同程度である。玄米外観品質は株間

25～30 ㎝で乳白粒およびその他白未熟粒の発生がやや多くなるが有意な差は認められない （図 5）。   

これより、4月中旬に移植した「あきたこまち」は株間 21㎝までは収量、品質とも慣行並に得ら

れると考えられる。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

３） 慣行より株間を広げる場合の留意点 

・品種により適正な栽植密度が異なる。「あきたこまち」は移植から幼穂形成期までの生育期間が

短いため、「コシヒカリ」に比べ株間を広げると穂数の減少が大きくなり、減収する恐れがある。  

・欠株による単位面積当たり株数減少の回避、植付本数過多による分げつ抑制の防止のため慣行

より株間を広げる場合、健苗を用い、植付本数は株あたり 5本として移植する。                                                                                                    

・5月上旬移植「コシヒカリ」は慣行より株間を広げて移植すると分げつ期間を長く要すること

から、中干しは茎数確保を確保してから開始する。  

・基肥穂肥体系の場合、穂肥施用時期は幼穂長を測定して決定する。 

・一穂籾数を確保するため、幼穂形成期前には中干しを終了し、その後は水を切らしすぎない程

度の適切な間断灌漑を行う。 

・本試験は平成 23年に実施した試験の結果であり、「コシヒカリ」は 5月上旬移植、「あきたこま

ち」は 4月中旬移植で実施した。年次変動や異なる移植時期の場合についてはさらに検討する

必要がある。 
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注 1）数値は穀粒判別器（S 社製 RGQI10B）の測定結果。粒数比を記載。 

注 2）乳白粒：乳白粒＋白死米 

その他白未熟粒：基部未熟粒＋腹白粒＋その他未熟粒とした。 

 

図 5 「あきたこまち」の株間別玄米外観品質 

株間
栽植
密度

出穂期 成熟期 稈長
一穂
籾数

㎡あたり
籾数

登熟
歩合

千粒重 玄米重
慣行
対比

玄米粗
タンパク質

含量

（cm） （株/坪）（月/日） （月/日） （cm） (本/株) (本/㎡) （粒） （百粒/㎡） （％） （g） （kg/10a） （％） （％）

16 69 7/13 8/21 75.9 22 461 64.7 298 78.1 21.5 489 100 6.3

21 53 7/14 8/22 79.7 29 464 66.1 306 81.7 21.2 552 113 6.4

25 44 7/14 8/23 80.0 29 390 76.0 294 70.2 21.4 402 82 6.5

30 37 7/15 8/24 77.1 29 323 80.6 261 75.3 21.5 428 87 6.4

注1） 耕種概要

　　　　移植期：平成23年4月15日。移植：稚苗を植付本数5本/株とし、稚苗を手植えした。

　　　　施肥窒素量：基肥5kg/10a、穂肥2kg/10a（出穂前12日を目安）を施用した。

穂数

表 2 4 月中旬移植「あきたこまち」の株間別生育、収量、品質 



６．水稲の流し込み施肥技術 

 

１．網袋を用いる場合 

 

（１）特徴 

粒状肥料を種子消毒用の網袋等に入れて、水田の水口付近に置き、灌漑水で肥料を溶かしながら水田

内に施肥する方法で、簡易かつ専用装置が不必要であるため、資材を準備すれば誰でもすぐに取り組め

ることが特徴である。 

 

（２）使用資材 

流し込み専用肥料（尿素塩加 BB 肥料）または尿素、網袋 

 

（３）方法 

① 田面水を排水または入水し、当日までに水位を 2cm 程度に調整する。  

② 肥料はあらかじめ計量し、網袋などに入れておく。水口が複数ある場合は、均等に分け水口の数

だけ準備する。 

③ 灌漑水の流入開始と同時に肥料の入った網袋を田面水に浸して一気に溶かし入れる。  

④ 水深は開始時のプラス 5㎝程度になるまで潅水し、肥料を水田全体に行き渡らせる。 

⑤ 施肥後 3～4日は入排水せず自然減水とする。 

 

（４）留意事項 

① 圃場が均平であること（高低差は概ね±5㎝以内）  

② 十分な水量が確保できること。（水深の上昇速度が 1㎝/時以上が望ましい。）  

③ 水口が田面水を対流できる位置にあること。  

④ 漏水田でないこと（日減水深が 30 ㎜以下）。 

⑤ 初めて取り組む場合は、耐倒伏性の高い品種を選ぶ。 

 

（５）参考資料 

JA 全農（2016）「流し込み施肥法の追肥技術マニュアル」 

 

２．専用装置を用いる場合 

 

（１）特徴 

茨城県で開発した流し込み施肥装置を用いる方法である。肥料は一般的な固形肥料を使用し、肥料溶

液を自作して水田内に流し入れるため肥料コストが安価である。また、灌漑水量の少ない地域でも、肥

料溶液を少量ずつ長時間かつ一定量を散布することができるため、比較的施肥ムラが生じにくい。装置

は、灌漑水中のゴミ除去フィルター、肥料を入れる受け網、肥料と灌漑水を混合し肥料溶液を製造する

容器（第 1容器）、第 1層から流出した肥料溶液を一定量貯留させる水深定量容器（第 2容器）、それら

を畦畔等に設置するための長さ調節可能な 4本の脚部から構成されている。軽トラック等により運搬が



可能である。 

 

（２）使用資材・使用機器 

① 使用資材：尿素 

② 使用機器：茨城式流し込み施肥装置 

 

 

 

 

 

 

（３）方法 

① 前日までに田面水を落水し、水位は 1cm 以下（できれば田面に水がほぼない状態）とする。田面水

の排水後は水尻を閉じる。畦畔にザリガニ等の穴が開いている場合は、しっかりと穴を塞ぐ。 

② 施肥当日は、施肥装置を組み立て水口付近に設置する。この時に、第 1容器と第 2容器をつなぐホ

ースコックが閉じられているか確認する。また、流量調節バルブも閉じているか確認する。 

※ 施肥装置は、入水する水口毎に設置する。 

③ 肥料誘導パイプ出口を水口の灌漑水枡内に入るように設置する。 

④ 第 1容器内の出口にゴミフィルターをセットする。 

⑤ 第 1容器に撹拌装置（オプション）をセットする。12V 電源（カーバッテリー）を準備する。 

⑥ 第 1 容器に、規定量の肥料（尿素）と希釈水を投入する。（希釈水の投入量は肥料投入量の約 2 倍

以上とする。この時に、目標とする最終水深から施肥時間を計算し（表 1 を参照）、滴下流量から

希釈水の投入量を決定する（表 2を参照）。 

※ 灌漑水流量は、一定時間（5秒間程度）にバケツ等の容器に溜まる水の量から推定する。 

※ 目標水深に達するために必要な施肥時間は、減水深や蒸発量を考慮して長めに設定する。 

※ 本装置は、1度に調整が可能な肥料溶液の最大量は 80L である。 

※ 本装置で設定可能な肥料の滴下流量は、肥料濃度によって多少変化するが、概ね最小 2ml/秒～

最大 7ml/秒の範囲である。 

⑦ 撹拌装置の電源を入れ、肥料と水を撹拌する。 

⑧ 大部分の肥料が溶けたらホースコックを開ける。 

⑨ 第 2層に肥料溶液が十分溜まったら流量調節バルブを開け、目的の滴下流量となるように、ストッ

プウォッチとメスシリンダを使って滴下流量を測定しながらバルブ開度を調節する。バルブ開度の

調節後は、灌漑水を引き、肥料の流し込みを開始する。 

⑩ 流し込み終了後はすぐに止水し、施肥後 3～4日は入排水せず自然減水とする。 

 

 

 

 

 

撹拌装置 

第 1容器 

第 2容器 流量調節 

ﾊﾞﾙﾌﾞ 
滴下ﾊﾟｲﾌﾟ 



 

表 1 灌漑水流量から計算した必要な施肥時間の目安（水口 1 箇所あたり） 

 

 

 

 

 

 

注 1）初期水深は 0cm（田面に水がない状態）とする。 

注 2）上記の施肥時間は、圃場１枚につき水口 1 箇所を開放して入水した場合の目安であ    

る。施肥は途中で中断せずに連続して行う。 

注 3）減水深や蒸発量は考慮していない。 

 

表 2 窒素施肥量から計算した尿素および希釈水の投入量と施肥時間の目安（水口 1箇所あたり） 

10a あたり

窒素施肥量

（kg） 

圃場面積

（a） 

尿素投入

量（kg） 

希釈水の最低 

投入量（ℓ） 

施肥時間（分） 

滴下流量 

3ml/秒 4ml/秒 5ml/秒 

３ 

10 6.6 

3 倍 20 148 111 89 

4 倍 27 187 140 112 

5 倍 33 220 165 132 

20 13.2 
3 倍 40 296 222 177 

4 倍 53 368 276 221 

30 19.8 
2 倍 40 332 249 199 

3 倍 60 443 333 266 

２ 

10 4.3 

4 倍 18 124 93 74 

5 倍 22 146 110 88 

6 倍 26 168 126 101 

20 8.6 

4 倍 35 242 182 145 

5 倍 43 287 215 172 

6 倍 52 337 253 202 

30 12.9 

3 倍 39 288 216 173 

4 倍 52 361 270 216 

5 倍 65 433 325 260 

注）上記の表は、尿素（窒素成分：46％）を使用した場合の計算値。 

 

 

灌漑水流量 

（L/分） 

目標水深 

（cm） 

目標水深に達するために 

必要な施肥時間の目安（分） 

圃場面積 

10a 20a 30a 

150 
3 200 400 600 

4 267 533 800 

200 
3 150 300 450 

4 200 400 600 

250 
3 120 240 360 

4 160 320 480 



（４）留意事項 

  本装置を用いた流し込み施肥のポイントについては、1．網袋を用いる場合と共通する部分もある

が、大まかに整理すると以下の 4点である。 

 

① 流し込みを行う圃場は、通常よりも特に田面を平らに仕上げる（高低差は概ね ±3 ㎝以内）。レー

ザーレベラ等の装備があるならば事前に圃場を平らに整地しておくことが重要である。漏水田での

流し込み施肥は適さない。 

② 流し込み開始時の田面水は田面に水がほぼない状態（ひたひた状態）まで落水して流し込みを行う。

中干し直後のように、乾き過ぎて田面に亀裂を生じているような状態では、亀裂に水が流れ込み施

肥ムラの原因となるため、中干し直後に行う場合は一度圃場全体に水を溜めて亀裂をしっかりと水

で満たしてから落水し、ひたひた状態で流し込みを行う。 

③  施肥は一度開始したら途中で中断できないため、灌漑水の流量がしっかりと確保できる圃場を選定

する。丸一日かけて最低 4～5cm 程度の水深が確保できない圃場には適していない。灌漑水の水位

上昇率（単位時間あたりに湛水可能な水位）として、最低でも 0.5cm/時以上が必要である。圃場に

複数の水口があれば、水口の数だけバルブを開放して入水しても良いが、その場合、開放する水口

の数だけ装置の設置と肥料の準備が必要である。オーバーフローをしないよう流し込み時間に気を

付ける。 

④ 流し込み終了後は、水口をしっかりと止めることが重要である。流し込みが終了して肥料がないま

ま灌漑水のみ流し続けていると、その部分が薄まり施肥ムラを生じる原因となる。  

 

（５）参考資料 

南石晃明・長命洋佑・松江勇次編著（2016）「TPP 時代の稲作経営革新とスマート農業― 営農技術パ

ッケージと ICT 活用 ―」 

JA 全農（2016）「グリーンレポート No.564 6 月号」 

 

３．その他の方法 

他にも、流し込み専用肥料を用いる方法（ポーラス肥料）や、流し込み専用の液肥を使用する方法等

がある。各方法については、各資材や装置に付属するマニュアルを参考にする。 



７．雑草イネの生態と効果的な防除法 

 
 雑草イネは，脱粒性が高く，こぼれた種子が水田で越冬して世代交代を繰り返すイネであ

る。赤米であることが多く，多発生すると，栽培イネの収量低下や収穫物への混入被害を

もたらす。雑草イネの形態的特徴は一様ではなく，草姿，出穂期，芒・ふ先色の有無，籾・

玄米の色調は様々である。栽培イネと同じ植物種であるため，水稲用除草剤のみによる防

除は困難である。防除は下記の①～③を組み合わせて行うことが効果的である。 

① 5 月下旬以降の代かき 

雑草イネの出芽が揃う5月下旬以降に代かきを行い，物理的に枯殺してから遅植えする。 

② 除草剤の 3回体系処理 

移植当日～翌日に初期剤を処理した後，７～10日おきに一発処理剤及び中期剤を処理し，

3剤体系防除で薬剤の切れ目をなくして遅発個体を枯殺する。 

③ 手取り除草の効率化 

上記①，②の対策で取りこぼした雑草イネは，脱粒が始まる前（出穂後 2週間以内）ま

でに手取り除草を行う。防除対象の雑草イネと比較して，稈長及び出穂期に差がある栽

培品種を作付けすると，効果的に手取りできる。 

 

圃場にまん延した場合は，上記の防除を継続的に 3 年程度防除する必要がある。 

さらに，水稲収穫後は耕起せず，種子を冬の低温に遭わせて死滅させることが有効であ

る。大豆，ソバ等の畑作物に転換し，耕起・撹拌による物理的防除，イネ科雑草に効果の

ある除草剤防除を行うことで，雑草イネの発生が抑制できる。 

雑草イネ有効剤として実用化可能と判定された除草剤は，公益財団法人日本植物調節剤

研究協会 HP に掲載されている。なお，本県で雑草イネへの効果が確認されている除草剤は

「農作物病害虫・雑草防除指針」を参照する。雑草イネの農薬登録上の適用草種は｢水田一

年生雑草｣であるが，雑草イネに有効な使用時期は｢雑草イネ発生前まで（剤によっては鞘

葉抽出期まで）｣なので注意する。使用時期以外の詳細な使用方法等については，登録内容

を確認する。 

  
 

0

10

20

30

40

50

60

70

80

4/15 4/20 4/25 4/30 5/5 5/10 5/15 5/20 5/25

雑
草
イ
ネ
出
芽
本
数
（
本
/
㎡
）

出芽揃期

出芽始期



８．イネ縞葉枯病の防除対策 

１） 縞葉枯病の症状と被害 

 イネ縞葉枯病は、ヒメトビウンカが媒介するウイルス病で、イネ縞葉枯ウイルス（以下、ウイルス）によ

って引き起こされる。水稲は生育ステージによって、ウイルスに対する感受性が異なり、感染時期が早いほ

ど発病までの期間が短く、発病程度が重い傾向がある。一方、幼穂形成期以降の感染では収量に影響を及ぼ

す被害はほとんど発生しない。幼穂形成期前に感染した場合、葉がこより状になって垂れ下がる症状や分げ

つの枯死、葉の黄白色縞状の病斑、穂の出すくみ、不稔等の症状が生じ、健全茎が減少するため減収する。 

 

２） ヒメトビウンカの生態と縞葉枯病の関係 

 ヒメトビウンカは、ウイルスに感染した稲株を吸汁することで体内にウイルスを取り込み（保毒）、健全

な稲株を吸汁する際にウイルスを伝搬する。このため、縞葉枯病の防除対策としては、ヒメトビウンカの防

除が重要である。ヒメトビウンカは、水稲収穫後、再生稲（ひこばえ）やイネ科雑草で生息し、幼虫のまま

水田内や周辺のイネ科雑草で越冬する。越冬虫は、４月上旬頃成虫となり麦圃場に飛来して、産卵、増殖す

る。麦圃場で孵化した幼虫は、６月上中旬頃成虫（第１世代成虫）となり水田に移入し、ウイルス保毒虫が

吸汁した稲株がウイルスに感染し発病する。また、病原ウイルスは雌成虫から次世代の幼虫に受継がれ（経

卵伝染）、６月中下旬に発生する第２世代幼虫によってさらに感染株が増加する。保毒虫が多いほど感染す

る機会が増すため、保毒虫率が高いほど被害が発生しやすい。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 図８－１ ヒメトビウンカの生活環 

 

３） 化学的防除  

（１）育苗箱施薬 

育苗箱施薬を行うことで、６月上中旬に水田に移入する第１世代成虫を防除し、第２世代幼虫の密度を抑

制する。ただし、育苗箱施薬剤の効果は、ヒメトビウンカが稲株を吸汁した後に現われるため、保毒虫が死

亡するまでの間に吸汁された稲株はウイルスに感染する。したがって、育苗箱施薬を行っても、多数の保毒

成虫が飛来した場合はウイルス感染を回避しきれずに発病株が発生するが、第１世代成虫の死亡による産卵

数の減少および孵化幼虫に対する殺虫効果により、第２世代幼虫の発生量が低減されることから感染拡大を

抑制できる。 

 

（２）本田防除 

育苗箱施薬を行わなかった場合や、移植時期が早い水田等では、６月中旬～下旬頃に本田散布を実施し、

第２世代幼虫を防除する。本田散布による発病抑制効果は、ヒメトビウンカ第２世代幼虫の発生始期に実施

した場合が最も高く、成虫の発生が始まる頃の散布では十分な効果が得られない。ヒメトビウンカの発育状

況は、気象条件に大きく左右されるため、病害虫防除所が発信する病害虫発生予察情報等を参考にして、適
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期に防除を実施する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 図８－２ 育苗箱施薬によるイネ縞葉枯病に対する防除効果 

 

 

 

 

図８－３ 本田散布によるイネ縞葉枯病に対する発病抑制効果 

 

 

 

 

 

４） 耕種的防除 

（１）秋季耕起および雑草管理 

 水稲収穫後に発生するひこばえは、ヒメトビウンカ幼虫の生息場所となるほか、ヒメトビウンカが発病株

を吸汁することで保毒虫率が高まる。したがって、収穫後は早めに水田を耕起し、ひこばえを枯死させる。

また、ヒメトビウンカは水田内および周辺のイネ科雑草で越冬するので、雑草管理を徹底し越冬場所を減ら

すことが重要である。 

 

（２）抵抗性品種の導入 

 縞葉枯病に対して抵抗性を有する品種は、ウイルスを保毒したヒメトビウンカに吸汁されても、ほとんど

発病せず被害は発生しない。また、発病株が少ないほど新たな保毒虫が発生しにくいため、保毒虫率の上昇

を抑制する効果が期待できる。なお、縞葉枯病が多発生する地域では、抵抗性品種を栽培する場合でも、ヒ

メトビウンカに対する防除対策を実施し、地域内のヒメトビウンカ密度を高めないように管理する。 
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注１）本試験は平成 26 年に筑西市の「コシヒカリ」（移植日：５月 14 日）水田で実施し、薬剤はシラフル

オフェン乳剤を用いた。 

注２）薬剤散布は、ヒメトビウンカ第２世代幼虫発生始期（６月 23 日：始期散布）、発生中期（６月 30 日：

中期散布）および発生終期（７月８日：終期散布）のいずれか１回実施した。 

注３）発病茎率調査は８月上旬に行った。 

0 

10 

20 

30 

40 

50 

60 

70 

450

480

510

540

570

600

630

660

無処理 育苗箱

施薬あり

無処理 育苗箱

施薬あり

無処理 育苗箱

施薬あり

出
穂
期
の
発
病
株
率
（
%
）

収
量
（
k
g
／
1
0
a
）

◆発病株率 □収量

H25年4月29日移植

（品種：ふくまる）
H25年5月9日移植

（品種：ふくまる）

H24年5月15日移植

（品種：コシヒカリ）

 

注１）本試験は筑西市の現地水田で実施し、薬剤はクロチアニジン（1.5％）粒剤を移植当日に処理した。 

注２）発病株率調査は出穂期～穂揃期に行った。 



９．有効積算温度と幼穂長による水稲の出穂期予測法(適用作期拡大版) 

 
主稈幼穂長と出穂期までの有効積算温度を用いた出穂期予測法は、主稈幼穂長のみから予測する従来

法に比べ精度が高く、幼穂長を測定した日以降の気温や栽培地域ごとに出穂期及び穂肥施用時期の予測

が行える。本予測法の適用作期は、｢コシヒカリ｣が概ね 6 月下旬移植まで、｢ゆめひたち｣が概ね 5 月下

旬移植まで、｢あきたこまち｣が概ね 5月上旬移植までである。 

◆幼穂長と出穂期までの有効積算温度との関係 

日平均気温から幼穂の発育限界温度を引いた値を有効温度とすると、出穂期までに必要な有効温度の

積算値と主稈幼穂長との間に高い相関関係が認められる。この関係は主稈幼穂長が 0.1～100mm 程度の広

い範囲で認められ、幼穂形成期の気象条件が高温や低温の年でも一定しているため、出穂期の予測に用

いることが可能である（図１）。 

予測式は品種ごとに異なり、県の主要品種である｢あきたこまち｣、｢コシヒカリ｣、｢ゆめひたち｣に適

用できる（表１）。4月下旬～5月上旬移植のデータを基に作成されているが、｢コシヒカリ｣及び｢ゆめひ

たち｣では、高温下で短期間に幼穂が発育する遅い作期においても適用可能である（図２）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図１ 幼穂長と出穂前の有効積算温度との関係          図２ 遅植えにおける予測モデル適合度 

◆出穂期・穂肥施用時期の予測表 

現場で予測する際には、出穂期までに必要な有効積算温度を日平均気温の平年値をもとに、出穂期ま

での日数形式に変換した予測表を用いる。この表を利用すれば、現地圃場において幼穂長を測定するだ

けで、幼穂長を測定した日、その日以降の気温予想に応じた出穂期や穂肥施用時期までの日数が簡便に

読みとれる。 

予測表は品種及び地域ごとに異なる。品種は｢あきたこまち｣、｢コシヒカリ｣、｢ゆめひたち｣の 3 品種

に適用する。地域は 7 月と 8 月の平均気温に基づいて、県北山間地、県北沿岸北部、県北及び県央沿岸

部、県北及び県央平坦地、鹿行、県南及び県西東部、県西西部(古河周辺)の 7つに区分されている。 

（4 月下旬移植～5 月上旬移植） 

主
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長
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値
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有効温度 日数換算

あきたこまち 9℃ 0.940 24.6℃ 1.6日 81 H7～H16

コシヒカリ 10℃ 0.926 26.5℃ 1.8日 69 H4～H16

ゆめひたち 8℃ 0.927 29.1℃ 1.8日 50 H10～H16

注）L：主稈幼穂長(mm)の常用対数値、E：幼穂調査日～出穂期前日までの有効積算温度。

　　有効温度は日平均気温と幼穂の発育限界温度の差とし、幼穂の発育限界温度は関係式の相関が最大となる温度と仮定した。

E=-122.82*L+450.81

E=-112.28*L+366.19

E=-109.83*L+380.77

品種
幼穂発育
限界温度

関係式
データ
取得年次

表１　出穂予測式と精度

データ数
標準誤差

R2乗



各地域版は、以下のアメダス観測点の 2007 年～2016 年（過去 10 年間）の日平均気温の平均値を平年

値として用いている。地域区分の境界付近では、日平均気温が近いと思われるアメダス観測点を使った

地域版から予測する。 

(1) 県北山間地：大子、(2) 県北沿岸北部：北茨城、(3)県北及び県央沿岸部：日立、 

(4) 県北及び県央平坦地：水戸、(5) 鹿行：鹿嶋、(6) 県南及び県西東部：龍ケ崎、 

(7) 県西西部(古河周辺)：古河 

 

◆利用に当たっての留意点 
(1) 幼穂の調査方法について  

幼穂長の計測には圃場内で生育中庸な株の主稈を用いる。主稈を採取できない場合、予測誤差はやや

大きくなるが、一株内の最長茎で代用する。調査は異なる株から 5 本程度行い、幼穂長の平均値から予

測する。 

(2) 予測の適用範囲について  

・幼穂の発育が進み、伸長速度が低下してくる頃になると出穂予測の精度が大きく劣る。また、幼穂が

小さいと測定誤差が大きいため、適用範囲は 0.5～100mm とする。 

・適用作期は、｢コシヒカリ｣が 6 月下旬移植まで、｢ゆめひたち｣が 5 月下旬移植まで、｢あきたこまち｣

が 5 月上旬移植までとする。それ以降の作期にも利用は可能であるが予測精度が劣る。 

・出穂が大きくばらつくような極端な疎植栽培や冷水が流れ込むような圃場では、この予測法は適用で

きない。 

・穂肥施用時期は、｢コシヒカリ｣が主稈幼穂長 30mm、｢あきたこまち｣が主稈幼穂長 10mm、｢ゆめひたち｣

が主稈幼穂長 6mm とし、予測表を作成している。これは適正な生育をした場合における適期であり、

生育不足や生育過剰な稲には適用できない。 

1 mm 26 25 24～25 24 23～24 23 22～23 22 21～22 21 29～30 28～29 27～28 27 26～27

2 mm 24 23 22～23 22 21～22 21 20～21 20 20 19 27～28 26～27 25～26 25 24～25

4 mm 22 21 20～21 20 19～20 19 18～19 18 18 17～18 25 24 23～24 23 22

10 mm 18～19 18～19 17～18 17～18 17 16～17 16 15～16 15～16 15 22 21 20 20 19

1 mm 11～12 11 10～11 11 10～11 10～11 9～10 9～10 9～10 9～10 13～14 12～13 12～13 12～13 12

2 mm 9～10 8～9 8～9 9 8～9 8～9 8 7～8 8 7～8 11 10 9～10 10 9～10

4 mm 7 6～7 6 6～7 6～7 6～7 6 5～6 5～6 5～6 8～9 7～8 7 7～8 7

10 mm 4 4 3～4 3～4 3～4 3～4 3～4 3 3 3 4～5 4～5 4 4 4

注）表中の上段の数値は出穂期までの日数、下段の数値は穂肥施用時期(主稈幼穂長30mm)までの日数を表す。

7月21日
 幼穂長

　　　   確認日
7月1日 7月6日 7月11日 7月6日 7月11日7月6日 7月1日 7月16日

平均気温-2℃
　   今後の気温

 幼穂長

出穂期・穂肥施用時期の予測表（県南及び県西東部コシヒカリ用抜粋)

出
穂
期

穂
肥
施
用
時
期 7月21日 7月1日

平年並み 平均気温+2℃

7月11日 7月16日 7月21日7月16日

予測値の
読みとり方

(例)
7月6日に幼穂長を測定した
ところ、2mmであった。

↓
表の左側の幼穂長2mmの行と
表の下部の確認日7月6日の列
とが交差したところの数値が
出穂期または穂肥施用時期ま

での日数となる。



 

 

0.5 mm 29～30 28～29 27～28 27 26～27 26 25～26 24～25 24 23～24 34 32～33 31～32 32 31

1 mm 27 26～27 25～26 25 24～25 24 24 23～24 23 22～23 22 21～22 31～32 30 29 28～29 28 28

2 mm 25 24 23～24 23 22～23 22 22 21～22 21 20～21 20 19～20 29 28 27 26～27 26 25～26

4 mm 23 22 21～22 21 20～21 20 20 20 19～20 19 19 18 17～18 17～18 26～27 25～26 24～25 24 23～24 22～23 23

6 mm 21～22 21 20 20 19 18～19 18～19 18～19 18～19 18 17～18 17 16～17 16～17 25 24 23 22～23 22 21～22 21～22

10 mm 19 18～19 18～19 17～18 17 17 17 16～17 16～17 16 15 15 22 21～22 21 20 19～20 19～20

20 mm 17 16～17 16～17 16 15 15 14～15 14～15 14～15 14 13～14 13 19～20 19 18～19 18 17 17

40 mm 14～15 14 14 13 12～13 12～13 12～13 12 11～12 11～12 16～17 16～17 15～16 15 14～15

60 mm 13 13 12～13 12 11～12 11～12 11～12 11 10～11 10 15 15 14～15 13～14 13

100 mm 11 11 10～11 10 10 9～10 9～10 9 13 12～13 12 11～12

0.5 mm 14～15 13～14 13～14 13～14 13 12～13 12 12 12 11～12 16～17 16 15～16 15～16 15

1 mm 12 11～12 11～12 11～12 11 10～11 10～11 10 10 10 10 9～10 14 13～14 13 13 12～13 12

2 mm 10 9 9 9 9 8～9 8～9 8 7～8 8 8 7～8 11～12 10～11 10～11 10～11 10 9～10

4 mm 7～8 7 6～7 7 6～7 6～7 6 6～7 6 5～6 6 6 5～6 5～6 9 8 7～8 8 7～8 7～8 7

6 mm 6 5～6 5 5～6 5～6 5 5 5～6 5 4～5 4～5 5 4～5 4～5 7 6～7 6 6～7 6 6 5～6

10 mm 4 3～4 3～4 4 3～4 3～4 3～4 3 3 3～4 3 3 4～5 4 4 4～5 4 4

20 mm 1～2 1～2 1～2 1～2 1 1～2 1～2 1 1 1～2 1 1 1～2 1～2 1～2 2 1～2 1～2

0.5 mm 28～29 28 26～27 25～26 24～25 24 33 32 30～31

1 mm 26～27 25～26 24～25 24 23～24 22～23 22 21 30～31 29～30 28 27

2 mm 24～25 23 22～23 21～22 21～22 20～21 20 19～20 28 27 26 25

4 mm 21 20 19～20 19 18～19 18 17～18 17 24 23～24 22～23 22

6 mm 20 19 18～19 18 17～18 16～17 16～17 16 22～23 22 21 20～21

10 mm 17 17 16～17 15～16 14～15 14～15 20 19～20 18～19

20 mm 15 14～15 14～15 14 13～14 13 12～13 12～13 17～18 17 16～17 16

40 mm 12 12 12 11 10～11 11 14 14 14

60 mm 11 11 11 9～10 9～10 9～10 12～13 12～13 12～13

100 mm 9 9～10 9 8～9 8 8～9 8 11 10～11 10～11 10～11

0.5 mm 11～12 11 10～11 10 9～10 9 13～14 13 12

1 mm 9 8～9 8 7～8 8 7～8 7 6～7 10～11 10 9～10 8～9

2 mm 6～7 6 6 5～6 5～6 5～6 5 5 7～8 7～8 6～7 6

4 mm 3～4 3～4 3 3 3 3 2～3 2～3 4 4 3～4 3～4

6 mm 2 2 2 1～2 2 1～2 1～2 1～2 2～3 2 2 2

0.5 mm 30～31 29～30 28～29 28 27 26～27 26 25～26 35 33 33 32

1 mm 28 27～28 26～27 26 25～26 24～25 24 23～24 32 30～31 30 29～30

2 mm 26 25～26 24～25 24 23～24 23～24 22～23 22 22 21～22 29～30 28～29 27～28 27 26～27

4 mm 24 23 22～23 22 21～22 21～22 20～21 20 20 19～20 27 26 25～26 25 24～25

6 mm 22 21～22 21 20～21 20 19～20 19 19 18～19 18 24～25 24 23～24 23 22～23

10 mm 20～21 19～20 19～20 19 18～19 18 17～18 17～18 17 16～17 23 22～23 22 21～22 20～21

20 mm 18 17～18 17～18 17 16～17 16 16 15～16 15～16 14～15 20～21 20 19～20 19 18～19

40 mm 15～16 15～16 15 14 14 14 13～14 13～14 13 12～13 17～18 17～18 16～17 16 16

60 mm 14 14 14 13 13 12～13 12～13 12～13 12 11～12 16 16 15～16 14～15 14～15

100 mm 12～13 12～13 11～12 11～12 11 11 10～11 10 14 14 13 12～13

0.5 mm 9 8～9 8 8～9 8 7～8 7 7～8 10 9～10 9 9～10

1 mm 6～7 6 5～6 6 6 5～6 5 5 7～8 7 6～7 7

2 mm 4 4 3～4 3～4 4 3～4 3～4 3 3 3～4 4～5 4～5 4 4 4～5

4 mm 1～2 1～2 1～2 1～2 1～2 1～2 1～2 1 1 1～2 2 1～2 1～2 1～2 1～2

 幼穂長

　　　   確認日
7月1日 7月26日 7月31日

　幼穂長からみた穂肥施用時期・出穂期の予測表 (県北山間地版)

コシヒカリ
※表中の数値は出穂期までの日数を表す。

出
穂
期
の
予
測

　   今後の気温

 幼穂長
平年並み 平均気温+2℃ 平均気温-2℃

7月6日 7月11日 7月16日 7月21日 7月16日 7月21日7月1日 7月6日 7月11日 7月16日 7月21日 7月26日

穂
肥
施
用
時
期
の
予
測

　   今後の気温

 幼穂長
平年並み 平均気温+2℃

 幼穂長

　　　   確認日
7月1日 7月26日 7月31日

7月26日 7月31日

※表中の数値は穂肥施用時期(主稈幼穂長30mm)までの日数を表す。

平均気温-2℃

7月31日 7月1日 7月6日 7月11日

7月6日 7月11日 7月16日 7月21日 7月11日 7月16日 7月21日 7月26日

平均気温-2℃

 幼穂長

　　　   確認日

7月31日 7月1日 7月6日 7月11日 7月16日 7月21日7月1日 7月6日

7月11日 7月16日

7月26日 7月31日

あきたこまち
※表中の数値は出穂期までの日数を表す。

出
穂
期
の
予
測

　   今後の気温

 幼穂長
平年並み 平均気温+2℃

6月21日 6月26日 7月1日 7月6日 6月26日 7月1日 7月6日 7月11日 7月21日

※表中の数値は穂肥施用時期(主稈幼穂長10mm)までの日数を表す。

穂
肥
施
用
時
期
の
予
測

　   今後の気温

 幼穂長
平年並み 平均気温+2℃ 平均気温-2℃

 幼穂長

　　　   確認日

7月16日 7月21日

7月11日 7月16日

7月11日 7月16日6月21日 6月26日 7月1日 7月6日7月21日 6月21日

6月21日 6月26日 7月1日 7月6日 6月26日 7月1日 7月6日 7月11日 7月21日

ゆめひたち
※表中の数値は出穂期までの日数を表す。

出
穂
期
の
予
測

　   今後の気温

 幼穂長
平年並み 平均気温+2℃ 平均気温-2℃

7月16日 7月21日

7月16日 7月21日

7月11日 7月16日6月21日 6月26日 7月1日 7月6日7月21日 6月21日

 幼穂長

　　　   確認日
7月1日 7月6日 7月11日 7月1日 7月6日 7月11日 7月16日 7月26日 7月31日

※表中の数値は穂肥施用時期(主稈幼穂長6mm)までの日数を表す。

穂
肥
施
用
時
期
の
予
測

　   今後の気温

 幼穂長
平年並み 平均気温+2℃ 平均気温-2℃

7月21日 7月26日

7月16日 7月21日

7月16日 7月21日7月31日 7月1日 7月6日 7月11日7月26日 7月31日

 幼穂長

　　　   確認日
7月1日 7月6日 7月11日 7月6日 7月11日7月26日 7月31日 7月1日 7月6日 7月11日 7月16日 7月21日 7月26日 7月31日 7月1日 7月16日 7月21日 7月26日 7月31日



 

 

0.5 mm 33～34 32 31 30～31 29～30 29 28～29 27～28 27 26 35 34 33 32 35

1 mm 31 30 29 28～29 27～28 27 26～27 25～26 25 24 35 34 33 32 31

2 mm 28～29 27～28 26～27 26 25 24～25 25 24 23～24 23 22 21～22 33～34 32 31 30 29 28～29

4 mm 26 25 24～25 23～24 23 22 23 22 21～22 21 20 19～20 31 29～30 28～29 27～28 26～27 25～26

6 mm 23～24 23 22～23 21～22 21 20～21 20～21 20 20 19 18～19 18 28 27 26 25 24 24

10 mm 22 21～22 21 20 19 19 19 18～19 18～19 17～18 17 16～17 26 25 24 23 22 22

20 mm 19～20 19 18～19 17～18 17 16～17 17 16～17 16 15～16 15 14～15 23 22 21～22 20～21 19～20 19

40 mm 16～17 16 15～16 14～15 14～15 14～15 14 13～14 13 12～13 19 19 18 17 16～17

60 mm 15 14～15 14 13～14 13 13 12～13 12～13 11～12 11～12 17～18 17 16～17 15～16 15

100 mm 13 12～13 11～12 11～12 11 11 10～11 10 15 14～15 13～14 13

0.5 mm 16～17 16 15～16 15～16 15 14～15 14 13～14 13～14 13 20 19 18～19 18 17

1 mm 14 13～14 13 13 12～13 12 11～12 11～12 11 11 16～17 16 15～16 15 14～15

2 mm 11～12 10～11 10～11 10～11 10 9～10 10 9 9 9 8～9 8～9 13～14 12～13 12～13 12 12 11

4 mm 8～9 8 7～8 8 7～8 7 7～8 7 6～7 7 6～7 6 10～11 9～10 9 9～10 9 8～9

6 mm 6～7 6 6～7 6 5～6 5～6 5～6 5～6 5～6 5～6 5 5 7～8 7～8 7～8 7 6～7 6～7

10 mm 4～5 4 4 4～5 4 4 4 3～4 3～4 3～4 3～4 3～4 5～6 5 5 5 4～5 4～5

20 mm 1～2 1～2 1～2 1～2 1～2 1～2 1～2 1～2 1～2 1～2 1 1～2 2 2 2 2 1～2 1～2

0.5 mm 32～33 31～32 30～31 28 27～28 26～27 35 34 33

1 mm 30 29 28 27 26 25～26 24～25 23～24 35 34 33 32

2 mm 27～28 26～27 25～26 24～25 24 23 22～23 21～22 32～33 31 29～30 28～29

4 mm 24 23～24 22～23 22 21 20 19～20 19 28～29 27 26 25

6 mm 22～23 22 21 20～21 19～20 19 18～19 18 26～27 25～26 24～25 23～24

10 mm 20 19～20 18～19 17 17 16～17 23～24 22～23 21～22

20 mm 17～18 17 16～17 16 15 14～15 14～15 14 20～21 19～20 19 18～19

40 mm 14 14 13～14 12～13 12 12 17 16 16

60 mm 12～13 12～13 12 11 11 11 15 14～15 14

100 mm 10～11 10～11 10 9 9～10 9 12～13 12 12

0.5 mm 13 12～13 11～12 11 11 10 15～16 15 14

1 mm 10 10 9 8～9 8～9 8～9 8 7～8 12 11～12 11 10

2 mm 7 7 6～7 6 6 6 5～6 5～6 8～9 8～9 8 7

4 mm 4 4 3～4 3～4 3～4 3～4 3 3 5 4～5 4 4

6 mm 2～3 2 2 2 2 2 1～2 1～2 3 2～3 2～3 2

0.5 mm 34 33 32 32 30 29～30 28～29 28 35 34 33 32

1 mm 31～32 30～31 29～30 29 28 27～28 26～27 26 35 34 33 32

2 mm 29 28～29 27～28 27 26 26 25 24～25 24 23～24 33～34 32 31 30～31 29～30

4 mm 27 26 25～26 24～25 24 24 23 22～23 22 21～22 31 30 28～29 28 27

6 mm 24～25 24 23～24 22～23 22 21～22 21～22 21 20 19～20 28～29 27 26～27 25～26 25

10 mm 23 22～23 21～22 21 20～21 20 19～20 19～20 18～19 18 26～27 25～26 24～25 24 23

20 mm 20～21 20 19～20 18～19 18 18 17～18 17～18 16～17 16 23～24 23 22 21～22 20～21

40 mm 17～18 17 16～17 16 15～16 15～16 15 15 14 14 20 19～20 19 18 17～18

60 mm 16 16 15～16 14～15 14 14 14 13～14 13 12～13 18～19 18 17～18 16～17 16

100 mm 14 13～14 13 12～13 12～13 12 11～12 11 16 15～16 14～15 14～15

0.5 mm 10 9～10 9 9～10 9 8～9 8 8 11～12 11 11 10～11

1 mm 7～8 7 6～7 7 6～7 6 6 6 8～9 8 7～8 8

2 mm 4～5 4～5 4 4 4 4 4 3～4 3～4 3～4 5～6 5 4～5 5 5

4 mm 1～2 1～2 1～2 1～2 1～2 1～2 1～2 1～2 1～2 1～2 2 2 1～2 2 2

7月11日 7月16日 7月21日 7月26日 7月1日7月31日 7月26日7月6日 7月11日 7月16日 7月21日7月1日 7月6日7月31日

7月16日7月1日 7月6日 7月11日7月11日 7月16日 7月21日

穂
肥
施
用
時
期
の
予
測

　   今後の気温

 幼穂長

 幼穂長

　　　   確認日
7月1日

平年並み

7月6日 7月11日 7月16日 7月21日 7月26日

7月1日 7月21日 7月26日

※表中の数値は穂肥施用時期(主稈幼穂長6mm)までの日数を表す。

7月6日

平年並み 平均気温+2℃

 幼穂長

　　　   確認日
7月1日 7月26日7月6日 7月11日 7月16日 7月21日 7月26日

穂
肥
施
用
時
期
の
予
測

　   今後の気温

 幼穂長

出
穂
期
の
予
測

　   今後の気温

 幼穂長

 幼穂長

　　　   確認日

※表中の数値は出穂期までの日数を表す。

6月21日 6月26日 7月1日 7月6日7月6日 7月11日 7月16日7月11日6月21日 6月26日 7月1日 7月1日7月6日 7月11日 7月16日 6月21日 6月26日 7月16日

※表中の数値は穂肥施用時期(主稈幼穂長10mm)までの日数を表す。

7月16日 6月21日 6月26日 7月1日7月11日 7月6日 7月11日 7月16日

※表中の数値は出穂期までの日数を表す。

7月21日 7月26日

出
穂
期
の
予
測

　   今後の気温

 幼穂長

 幼穂長

　　　   確認日
6月21日 7月6日 7月11日 7月16日

7月16日7月16日 7月21日 7月26日 7月1日7月26日

7月1日

6月26日 7月1日

 幼穂長

　　　   確認日

7月11日7月1日 7月6日 7月11日 7月6日

7月26日 7月1日

7月16日 7月21日

7月6日7月1日 7月6日 7月11日

コシヒカリ

7月6日 7月11日

穂
肥
施
用
時
期
の
予
測

　   今後の気温

 幼穂長

7月11日 7月16日7月16日 7月21日 7月26日

※表中の数値は穂肥施用時期(主稈幼穂長30mm)までの日数を表す。

※表中の数値は出穂期までの日数を表す。

出
穂
期
の
予
測

7月21日 7月26日
 幼穂長

　　　   確認日
7月6日

　   今後の気温

 幼穂長

7月1日 7月11日

7月31日

7月31日

7月21日

7月21日

平均気温-2℃

ゆめひたち

6月21日 6月26日 7月1日 7月6日

7月31日

7月31日

平年並み 平均気温+2℃ 平均気温-2℃

平年並み 平均気温+2℃ 平均気温-2℃

7月21日 7月16日

平均気温+2℃ 平均気温-2℃

7月31日 7月31日

7月31日 7月31日

7月31日 7月31日

7月21日 7月21日

平均気温-2℃

　幼穂長からみた穂肥施用時期・出穂期の予測表 (県北沿岸北部版)

あきたこまち

平年並み 平均気温+2℃ 平均気温-2℃

平年並み 平均気温+2℃

7月21日 7月21日



 

 

0.5 mm 30 29 28 27～28 27 26～27 26 25 24～25 24 35 34 33 32 31

1 mm 28 27 26 25～26 25 24 24～25 23～24 23～24 22～23 22 21～22 32～33 31 29～30 29 28～29 27～28

2 mm 26 24～25 24 23～24 23 22 22～23 22 21～22 21 20～21 19～20 29～30 28～29 27～28 27 26 25

4 mm 23～24 22～23 22 21～22 20～21 20 19～20 20～21 20 19～20 19 18～19 18 17～18 27 26 25 24～25 23～24 23 22～23

6 mm 21 20～21 20～21 19～20 19 18～19 19 18 18 17～18 16～17 16～17 24～25 24 23 22～23 21～22 21

10 mm 19～20 19 19 18 17 17 17～18 17 16～17 16 15～16 15 22～23 22 21～22 20～21 19～20 19～20

20 mm 17～18 17 16～17 16 15 15 15 15 14～15 14～15 13～14 13 20 19～20 19 18 17～18 17

40 mm 14～15 14～15 14 13 13 13 12～13 12～13 11～12 11～12 17 16～17 16 15 14～15

60 mm 13～14 13 13 12 11～12 11～12 11～12 11～12 10～11 10～11 15～16 15 14～15 13～14 13～14

100 mm 11～12 11 10～11 10 10 10 9～10 9 13～14 13 12 11～12

0.5 mm 15 14 14 14 13～14 13 12～13 12～13 12 12 17～18 16～17 16 16 15～16

1 mm 12～13 11～12 11～12 11～12 11～12 10～11 11 10 10 10～11 10 9～10 14～15 13～14 13～14 13～14 13 12

2 mm 10～11 9～10 9 9～10 9 8～9 9 8 8 8～9 8 7～8 12 11 11 11 10～11 10

4 mm 8 7 6～7 7 7 6～7 6 7 6 6 6 6 5～6 5～6 9 8 8 8～9 8 7～8 7

6 mm 5～6 5～6 5～6 5～6 5 5 5 4～5 5 5 4～5 4～5 6～7 6 6～7 6～7 6 5～6

10 mm 4 3～4 3～4 4 3～4 3～4 3～4 3 3 3～4 3 3 4～5 4 4～5 4～5 4 4

20 mm 1～2 1～2 1～2 1～2 1 1～2 1～2 1 1 1～2 1 1 1～2 1～2 1～2 2 1～2 1～2

0.5 mm 29～30 28～29 27～28 26 25 24～25 35 32～33 31～32

1 mm 27 26～27 25～26 24～25 24 23 22～23 21～22 31～32 30～31 29 28

2 mm 25 24 23 22 22 21 20～21 20 28～29 28 26～27 25～26

4 mm 21～22 21 20 19～20 19 18～19 18 17～18 25 24 23 22～23

6 mm 20～21 19～20 19 18～19 18 17 16～17 16～17 23～24 22～23 21～22 21

10 mm 17～18 17～18 17 15～16 15 15 20～21 20 19

20 mm 15～16 15 14～15 14～15 13～14 13 13 13 18 17～18 16～17 16～17

40 mm 12～13 12～13 12～13 11 11 11 14～15 14～15 14

60 mm 11 11 11 10 9～10 10 13 13 12～13

100 mm 9～10 9～10 9～10 9 8～9 8 8～9 8 11 11 11 10～11

0.5 mm 12 11～12 10～11 10～11 10 9～10 14 13～14 12～13

1 mm 9 9 8～9 7～8 8 8 7～8 7 11 10～11 10 9

2 mm 6～7 6～7 6 5～6 5～6 5～6 5 5 7～8 7～8 7 6～7

4 mm 3～4 3～4 3 3 3 3 3 2～3 4～5 4 3～4 3～4

6 mm 2 2 2 1～2 2 1～2 1～2 1～2 2～3 2～3 2 2

0.5 mm 31 30 29 28～29 27～28 27 26 26 35 34 33 32

1 mm 29 28 27 26～27 26 25 24～25 24 32～33 31～32 30～31 30

2 mm 26～27 26 25 24～25 24 24 23 22～23 22 21～22 30 29 28 27～28 27

4 mm 24～25 23～24 23 22～23 22 22 21 20～21 20～21 19～20 27～28 27 26 25～26 24～25

6 mm 22 22 21～22 20～21 20 20 19～20 19～20 18～19 18 25～26 24～25 24 23 22～23

10 mm 20～21 20 20 19 18～19 18～19 18 18 17～18 16～17 23～24 23 22～23 21～22 21

20 mm 18～19 18 18 17 16～17 16～17 16 16 15～16 15 21 20～21 20 19～20 18～19

40 mm 16 15～16 15 14～15 14 14 14 13～14 13 12～13 18 18 17 16 16

60 mm 14～15 14～15 14 13 13 13 13 12～13 12 11～12 16～17 16～17 15～16 15 14～15

100 mm 12～13 12～13 11～12 11～12 11～12 11 10～11 10～11 14～15 14 13 13

0.5 mm 9 8～9 8 8～9 8 7～8 7 7～8 10～11 9～10 9～10 9～10

1 mm 6～7 6 6 6 6 5～6 5 5～6 7～8 7 6～7 7

2 mm 4 4 3～4 3～4 4 3～4 3～4 3 3 3～4 5 4～5 4 4 4～5

4 mm 1～2 1～2 1～2 1～2 1～2 1～2 1～2 1 1 1～2 2 1～2 1～2 1～2 1～2

 幼穂長

　　　   確認日
7月1日

　幼穂長からみた穂肥施用時期・出穂期の予測表 (県北･県央沿岸部版)

7月26日 7月31日

コシヒカリ
※表中の数値は出穂期までの日数を表す。

出
穂
期
の
予
測

　   今後の気温

 幼穂長
平年並み 平均気温+2℃ 平均気温-2℃

7月6日 7月11日 7月16日 7月21日 7月16日 7月21日7月1日 7月6日 7月11日 7月16日 7月21日 7月26日

穂
肥
施
用
時
期
の
予
測

　   今後の気温

 幼穂長
平年並み 平均気温+2℃

 幼穂長

　　　   確認日
7月1日 7月26日 7月31日

7月26日 7月31日

※表中の数値は穂肥施用時期(主稈幼穂長30mm)までの日数を表す。

平均気温-2℃

7月31日 7月1日 7月6日 7月11日

7月6日 7月11日 7月16日 7月21日 7月11日 7月16日 7月21日 7月26日

平均気温-2℃

 幼穂長

　　　   確認日

7月31日 7月1日 7月6日 7月11日 7月16日 7月21日7月1日 7月6日

7月11日 7月16日

7月26日 7月31日

あきたこまち
※表中の数値は出穂期までの日数を表す。

出
穂
期
の
予
測

　   今後の気温

 幼穂長
平年並み 平均気温+2℃

6月21日 6月26日 7月1日 7月6日 6月26日 7月1日 7月6日 7月11日 7月21日

※表中の数値は穂肥施用時期(主稈幼穂長10mm)までの日数を表す。

穂
肥
施
用
時
期
の
予
測

　   今後の気温

 幼穂長
平年並み 平均気温+2℃ 平均気温-2℃

 幼穂長

　　　   確認日

7月16日 7月21日

7月11日 7月16日

7月11日 7月16日6月21日 6月26日 7月1日 7月6日7月21日 6月21日

6月21日 6月26日 7月1日 7月6日 6月26日 7月1日 7月6日 7月11日 7月21日

ゆめひたち
※表中の数値は出穂期までの日数を表す。

出
穂
期
の
予
測

　   今後の気温

 幼穂長
平年並み 平均気温+2℃ 平均気温-2℃

7月16日 7月21日

7月16日 7月21日

7月11日 7月16日6月21日 6月26日 7月1日 7月6日7月21日 6月21日

 幼穂長

　　　   確認日
7月1日 7月6日 7月11日 7月1日 7月6日 7月11日 7月16日 7月26日 7月31日

※表中の数値は穂肥施用時期(主稈幼穂長6mm)までの日数を表す。

穂
肥
施
用
時
期
の
予
測

　   今後の気温

 幼穂長
平年並み 平均気温+2℃ 平均気温-2℃

7月21日 7月26日

7月16日 7月21日

7月16日 7月21日7月31日 7月1日 7月6日 7月11日7月26日 7月31日

 幼穂長

　　　   確認日
7月1日 7月6日 7月11日 7月6日 7月11日7月26日 7月31日 7月1日 7月6日 7月11日 7月16日 7月21日 7月26日 7月31日 7月1日 7月16日 7月21日 7月26日 7月31日



 

0.5 mm 28～29 28 27 26～27 25～26 25 25～26 24～25 24 23～24 23 22～23 33 31～32 30～31 30 29～30 28～29

1 mm 26～27 25～26 25 24～25 24 23 23～24 22～23 22～23 22 21 20～21 30～31 29～30 28 27～28 27 26～27

2 mm 24～25 23～24 23 22～23 21～22 21 21 21～22 21 20～21 20 19～20 19 18～19 28 27 26 25～26 25 24 24

4 mm 22～23 21～22 21 20～21 20 19 19 19～20 19 18～19 18～19 17～18 17 17 25～26 24～25 24 23 22～23 21～22 21～22

6 mm 21 20～21 19～20 19～20 18～19 18 17～18 18～19 18 17～18 17～18 16～17 16 16 24～25 23 22～23 22 21 20～21 20

10 mm 18～19 18 18 17 16～17 16 16～17 16 16 15～16 14～15 14～15 21～22 20～21 20～21 19～20 18～19 18～19

20 mm 16～17 16 16 15～16 14～15 14～15 14～15 14 14 13～14 13 12～13 19 18～19 18 17 16～17 16

40 mm 14 13～14 13～14 12～13 12 12～13 12 12 11 11 16 16 15 14 14

60 mm 12～13 12～13 12 11～12 11 11 11 11 10 10 14～15 14～15 14 13 12～13

100 mm 11 10～11 10 9～10 10 9～10 9 8～9 12～13 12 11～12 11

0.5 mm 14 13～14 13～14 13 13 12 12～13 11～12 11～12 11～12 11～12 10～11 16 15～16 15～16 15 14～15 13～14

1 mm 12 11 11 11 10～11 10 10～11 10 9～10 10 9～10 9 13～14 13 13 12～13 12～13 11～12

2 mm 10 9 8～9 9 8～9 8 7～8 8～9 8 7～8 8 7～8 7～8 7 11 10 10 10～11 10 9 8～9

4 mm 7～8 6～7 6～7 7 6～7 6 6 6～7 6 5～6 6 6 5～6 5 8～9 8 7～8 8 7～8 7 6～7

6 mm 6 5～6 5 5～6 5～6 5 4～5 5 5 4～5 4～5 4～5 4 4～5 7 6～7 6 6 6 5～6 5～6

10 mm 4 3～4 3～4 4 3 3～4 3～4 3 3 3～4 3 3 4～5 4 4 4～5 3～4 4

20 mm 1～2 1 1～2 1～2 1 1～2 1 1 1 1～2 1 1 1～2 1～2 1～2 1～2 1～2 1～2

0.5 mm 28 27～28 26 25 24 23～24 32～33 31 29～30

1 mm 26 25 24 23 23 22 21～22 21 30 29 27～28 26～27

2 mm 24 23 22 21 21～22 20～21 19～20 19 27～28 26～27 25 24

4 mm 22 20～21 19～20 19～20 18～19 19～20 18～19 17～18 17 16～17 25 23～24 23 22 21

6 mm 19～20 18～19 18 17～18 17～18 16～17 16 15～16 22 21～22 20～21 20

10 mm 18 17 16～17 16 16 15 14～15 14～15 20～21 19～20 19 18

20 mm 14～15 14 14 14 13 12～13 12～13 12～13 17 16～17 16 16

40 mm 12～13 12 12 12 11～12 10～11 10～11 10～11 14～15 13～14 13～14 13～14

60 mm 10～11 10～11 10～11 9～10 9 9～10 12 12 12

100 mm 9 9 9 9 8 8 8 8 10～11 10 10～11 10

0.5 mm 11～12 11 10 10 9～10 9 13～14 12～13 11～12

1 mm 9 8～9 8 7～8 7～8 7～8 7 6～7 10～11 10 9 8～9

2 mm 6～7 6 5～6 5～6 5～6 5～6 5 4～5 7～8 7 6～7 6

4 mm 3～4 3～4 3～4 3 2～3 3 3 3 2～3 2～3 4 4 4 3～4 3

6 mm 2 2 1～2 1～2 1～2 1～2 1～2 1～2 2～3 2 2 1～2

0.5 mm 29～30 29 28 27～28 26～27 26 25 25 33～34 32 31 31

1 mm 27～28 27 26 25～26 25 25 24 23～24 23 22～23 31 30 29 28～29 28

2 mm 25～26 24～25 24 23～24 23 23 22 21～22 21～22 20～21 28～29 28 27 26～27 25～26

4 mm 23～24 22～23 22 21～22 21 21 20～21 20 19～20 19 26～27 25～26 24～25 24 23～24

6 mm 21～22 21 20～21 20 19 19 18～19 18～19 18 17～18 24 23～24 23 22 21～22

10 mm 20 19 19 18～19 17～18 18 17～18 17 16～17 16 22～23 22 21 20～21 20

20 mm 17～18 17 17 16～17 16 15～16 15～16 15～16 15 14 20 19～20 19 18～19 17～18

40 mm 15 15 14～15 14 13～14 13～14 13～14 13 12～13 12～13 17 17 16 15～16 15

60 mm 14 13～14 13～14 12～13 12～13 12～13 12～13 12 11～12 11 15～16 15～16 15 14 14

100 mm 12～13 12 12 11 11 11 11 10～11 10 10 14 13～14 13～14 12～13 12～13

0.5 mm 9 8 7～8 8 8 7 7 7～8 10 9 8～9 9

1 mm 6～7 6 5～6 6 6 5～6 5～6 5 5 5 7～8 6～7 6～7 6～7 6～7

2 mm 4 4 3～4 3～4 3～4 3～4 3～4 3 3 3～4 4～5 4～5 4 4 4

4 mm 1～2 1～2 1 1～2 1～2 1～2 1 1 1 1～2 2 1～2 1～2 1～2 1～2

 幼穂長

　　　   確認日
7月1日 7月26日 7月31日

幼穂長からみた穂肥施用時期・出穂期の予測表 (県北･県央平坦地版)

コシヒカリ
※表中の数値は出穂期までの日数を表す。

出
穂
期
の
予
測

　   今後の気温

 幼穂長
平年並み 平均気温+2℃ 平均気温-2℃

7月6日 7月11日 7月16日 7月21日 7月16日 7月21日7月1日 7月6日 7月11日 7月16日 7月21日 7月26日

穂
肥
施
用
時
期
の
予
測

　   今後の気温

 幼穂長
平年並み 平均気温+2℃

 幼穂長

　　　   確認日
7月1日 7月26日 7月31日

7月26日 7月31日

※表中の数値は穂肥施用時期(主稈幼穂長30mm)までの日数を表す。

平均気温-2℃

7月31日 7月1日 7月6日 7月11日

7月6日 7月11日 7月16日 7月21日 7月11日 7月16日 7月21日 7月26日

平均気温-2℃

 幼穂長

　　　   確認日

7月31日 7月1日 7月6日 7月11日 7月16日 7月21日7月1日 7月6日

7月11日 7月16日

7月26日 7月31日

あきたこまち
※表中の数値は出穂期までの日数を表す。

出
穂
期
の
予
測

　   今後の気温

 幼穂長
平年並み 平均気温+2℃

6月21日 6月26日 7月1日 7月6日 6月26日 7月1日 7月6日 7月11日 7月21日

※表中の数値は穂肥施用時期(主稈幼穂長10mm)までの日数を表す。

穂
肥
施
用
時
期
の
予
測

　   今後の気温

 幼穂長
平年並み 平均気温+2℃ 平均気温-2℃

 幼穂長

　　　   確認日

7月16日 7月21日

7月11日 7月16日

7月11日 7月16日6月21日 6月26日 7月1日 7月6日7月21日 6月21日

6月21日 6月26日 7月1日 7月6日 6月26日 7月1日 7月6日 7月11日 7月21日

ゆめひたち
※表中の数値は出穂期までの日数を表す。

出
穂
期
の
予
測

　   今後の気温

 幼穂長
平年並み 平均気温+2℃ 平均気温-2℃

7月16日 7月21日

7月16日 7月21日

7月11日 7月16日6月21日 6月26日 7月1日 7月6日7月21日 6月21日

 幼穂長

　　　   確認日
7月1日 7月6日 7月11日 7月1日 7月6日 7月11日 7月16日 7月26日 7月31日

※表中の数値は穂肥施用時期(主稈幼穂長6mm)までの日数を表す。

穂
肥
施
用
時
期
の
予
測

　   今後の気温

 幼穂長
平年並み 平均気温+2℃ 平均気温-2℃

7月21日 7月26日

7月16日 7月21日

7月16日 7月21日7月31日 7月1日 7月6日 7月11日7月26日 7月31日

 幼穂長

　　　   確認日
7月1日 7月6日 7月11日 7月6日 7月11日7月26日 7月31日 7月1日 7月6日 7月11日 7月16日 7月21日 7月26日 7月31日 7月1日 7月16日 7月21日 7月26日 7月31日



 

 

0.5 mm 29 28 27 26～27 26 25～26 25～26 25 24～25 24 23～24 22～23 33～34 32 31 30～31 29～30 29

1 mm 27 26 25～26 24～25 24 23～24 24 23 22～23 22 21～22 21 31 29～30 28～29 28 27～28 26～27

2 mm 25 24 23～24 22～23 22 21～22 21 22 21 20～21 20～21 19～20 19 19 28～29 27～28 26～27 26 25 24～25 24～25

4 mm 22～23 21～22 21 21 20 19～20 19 19～20 19～20 18～19 18～19 18 17～18 17 26 25 24 23～24 23 22 22

6 mm 21～22 20～21 20 19～20 19 18 18 18～19 18 17～18 17～18 17 16～17 16 24～25 23～24 23 22～23 21～22 20～21 20～21

10 mm 19～20 19 18 18 17～18 17 16～17 17 16～17 16 16 15～16 15 14～15 23 21～22 21 20～21 20 19 19

20 mm 16～17 16 16 15～16 15 14～15 14～15 14～15 14 14 13 13 19～20 18～19 18～19 17～18 17 16～17

40 mm 14 14 14 13～14 13 12～13 12～13 12～13 12～13 12 11～12 11 16～17 16 16 15～16 14～15 14

60 mm 13 12～13 12～13 11～12 11～12 11 11 11 10～11 10 14～15 14～15 14 13 13

100 mm 11 11 11 10 10 9～10 10 9～10 9 9 13 12～13 12～13 11～12 11

0.5 mm 14 13～14 13～14 13 13 12 12～13 12 12 11～12 11～12 11 16～17 16 15～16 15～16 15 14

1 mm 12 11 11 11 11 10～11 10～11 10 9～10 10 9～10 9 14 13 13 12～13 12～13 11～12

2 mm 10 9 8～9 9 8～9 8～9 8 8～9 8 7～8 8 7～8 7～8 7 11～12 10～11 10 10～11 10 9～10 9

4 mm 7～8 7 6～7 7 6～7 6 6 6～7 6 5～6 6 6 5～6 5～6 9 8 7～8 8 7～8 7 7

6 mm 6 5～6 5 5～6 5～6 5 5 5 5 4～5 4～5 4～5 4～5 4～5 7 6～7 6 6～7 6 5～6 5～6

10 mm 4 4 3～4 3～4 4 3～4 3～4 3～4 3～4 3 3 3～4 3 3 5 4～5 4 4 4～5 4 4

20 mm 1～2 1～2 1～2 1～2 1 1～2 1～2 1 1 1～2 1 1 1～2 1～2 1～2 1～2 1～2 1～2

0.5 mm 28～29 27～28 26～27 25 24～25 23～24 33 31～32 30

1 mm 26 25～26 24～25 23～24 22～23 21～22 30 29 27～28

2 mm 24 23 22～23 21～22 21～22 20～21 19～20 19 27～28 27 25～26 24～25

4 mm 22 21 20 19～20 19～20 18～19 17～18 17～18 25 24 23 22

6 mm 21 19～20 18～19 18 17～18 18～19 17～18 16～17 16 16 23～24 22～23 21～22 20～21 20

10 mm 19 18 17 16～17 16 17 16 15 14～15 14～15 22 20～21 19～20 19 18～19

20 mm 16 15 14 14 14 14～15 13 12～13 12～13 12～13 18～19 17 16～17 16 16

40 mm 14 13 12 12 12 12 11～12 10～11 10～11 10～11 16 14～15 14 14 13～14

60 mm 11～12 11 10～11 10～11 10～11 9～10 9～10 9～10 13 12～13 12～13 12

100 mm 10 9 9 9～10 9 9 8 8 8～9 8 11～12 10～11 10～11 10～11 10

0.5 mm 11～12 11 10～11 10 10 9 13～14 13 11～12

1 mm 9 8～9 8 7～8 7～8 7 10～11 10 9～10

2 mm 6～7 6～7 5～6 5～6 5～6 5～6 5 4～5 7～8 7～8 6～7 6

4 mm 3～4 3～4 3～4 3 3 3 3 2～3 4 4～5 4 3～4

6 mm 2 2 2 1～2 1～2 1～2 2 1～2 1～2 1～2 2～3 2～3 2 2 2

0.5 mm 30 29 28 28 27 26 25～26 25 34 32～33 31～32 32

1 mm 28 27 26～27 26 25 24 24 23～24 31～32 30～31 29～30 29

2 mm 25～26 25 24～25 24 23～24 23 22～23 22 21～22 21 29 28 27 26～27 26

4 mm 23～24 22～23 22～23 22 21～22 21 20～21 20 20 19 26～27 25～26 25 24～25 24

6 mm 22～23 21～22 21 20～21 20 19～20 20 19～20 19 19 18 17～18 25～26 24～25 23～24 23 22～23 22

10 mm 20 19～20 19～20 18～19 18 18 17～18 17～18 17 16～17 22～23 22 21～22 21 20

20 mm 18 17～18 17～18 16～17 16 16 15～16 15～16 15 14～15 20 19～20 19～20 18～19 18

40 mm 15～16 15 14～15 14 14 13～14 13～14 13～14 12～13 12～13 17 17 16～17 15～16 15～16

60 mm 14 14 13～14 13 12～13 12～13 12～13 12 11～12 11～12 16 15～16 15 14～15 14

100 mm 12～13 12～13 12 11～12 11 11 11 11 10～11 10 14 14 13～14 13 12～13

0.5 mm 9 8 8 8 8 7～8 7 7～8 10 9 9 9～10

1 mm 6～7 6 5～6 6 5～6 5～6 5 5 7～8 7 6～7 7

2 mm 4 4 3～4 3～4 3～4 3～4 3～4 3 3 3～4 4～5 4～5 4 4 4

4 mm 1～2 1～2 1～2 1～2 1～2 1～2 1 1 1 1～2 2 1～2 1～2 1～2 1～2

 幼穂長

　　　   確認日
7月1日 7月26日 7月31日

　幼穂長からみた穂肥施用時期・出穂期の予測表 (鹿行版)

コシヒカリ
※表中の数値は出穂期までの日数を表す。

出
穂
期
の
予
測

　   今後の気温

 幼穂長
平年並み 平均気温+2℃ 平均気温-2℃

7月6日 7月11日 7月16日 7月21日 7月16日 7月21日7月1日 7月6日 7月11日 7月16日 7月21日 7月26日

穂
肥
施
用
時
期
の
予
測

　   今後の気温

 幼穂長
平年並み 平均気温+2℃

 幼穂長

　　　   確認日
7月1日 7月26日 7月31日

7月26日 7月31日

※表中の数値は穂肥施用時期(主稈幼穂長30mm)までの日数を表す。

平均気温-2℃

7月31日 7月1日 7月6日 7月11日

7月6日 7月11日 7月16日 7月21日 7月11日 7月16日 7月21日 7月26日

平均気温-2℃

 幼穂長

　　　   確認日

7月31日 7月1日 7月6日 7月11日 7月16日 7月21日7月1日 7月6日

7月11日 7月16日

7月26日 7月31日

あきたこまち
※表中の数値は出穂期までの日数を表す。

出
穂
期
の
予
測

　   今後の気温

 幼穂長
平年並み 平均気温+2℃

6月21日 6月26日 7月1日 7月6日 6月26日 7月1日 7月6日 7月11日 7月21日

※表中の数値は穂肥施用時期(主稈幼穂長10mm)までの日数を表す。

穂
肥
施
用
時
期
の
予
測

　   今後の気温

 幼穂長
平年並み 平均気温+2℃ 平均気温-2℃

 幼穂長

　　　   確認日

7月16日 7月21日

7月11日 7月16日

7月11日 7月16日6月21日 6月26日 7月1日 7月6日7月21日 6月21日

6月21日 6月26日 7月1日 7月6日 6月26日 7月1日 7月6日 7月11日 7月21日

ゆめひたち
※表中の数値は出穂期までの日数を表す。

出
穂
期
の
予
測

　   今後の気温

 幼穂長
平年並み 平均気温+2℃ 平均気温-2℃

7月16日 7月21日

7月16日 7月21日

7月11日 7月16日6月21日 6月26日 7月1日 7月6日7月21日 6月21日

 幼穂長

　　　   確認日
7月1日 7月6日 7月11日 7月1日 7月6日 7月11日 7月16日 7月26日 7月31日

※表中の数値は穂肥施用時期(主稈幼穂長6mm)までの日数を表す。

穂
肥
施
用
時
期
の
予
測

　   今後の気温

 幼穂長
平年並み 平均気温+2℃ 平均気温-2℃

7月21日 7月26日

7月16日 7月21日

7月16日 7月21日7月31日 7月1日 7月6日 7月11日7月26日 7月31日

 幼穂長

　　　   確認日
7月1日 7月6日 7月11日 7月6日 7月11日7月26日 7月31日 7月1日 7月6日 7月11日 7月16日 7月21日 7月26日 7月31日 7月1日 7月16日 7月21日 7月26日 7月31日



 

 

0.5 mm 28 27 26～27 26 25～26 25 25 24 23～24 23 22～23 22 32 31 30 29～30 29 28～29

1 mm 26 25 24～25 24 23～24 23 23 22～23 22 21～22 21 20～21 29～30 28～29 27～28 27 26～27 26

2 mm 24 23 22～23 22 21～22 21 20～21 21 20～21 20 20 19 18～19 18～19 27～28 26～27 25～26 25 24～25 23～24 23～24

4 mm 22 21 20～21 20 19～20 19 18～19 19 18～19 18 18 17～18 17 16～17 25 24 23～24 23 22 21～22 21～22

6 mm 20～21 20 19 19 18～19 17～18 17～18 18 17～18 17 17 16～17 16 15～16 23～24 22～23 22 21～22 21 20 20

10 mm 18～19 18～19 17～18 17～18 17 16～17 16 16～17 16 15～16 15～16 15 14～15 14～15 22 21 20 20 19 18～19 18

20 mm 16 15～16 15～16 15 14～15 14 14 14 13～14 13～14 13 12～13 18～19 18 17～18 17 16～17 16

40 mm 13～14 13～14 13～14 13 12～13 12 12 12 12 11～12 11 11 16 15～16 15～16 15 14 14

60 mm 12～13 12 12 11～12 11 11 11 10～11 10 10 14 14 13～14 13 12～13

100 mm 10～11 10～11 10～11 10 9～10 9 9～10 9 9 8～9 12～13 12 12 11 11

0.5 mm 13～14 13 13 13 12～13 12 12 11～12 11～12 11～12 11 10～11 15～16 15 15 14～15 14～15 13～14

1 mm 11～12 11 10～11 11 10～11 10 10～11 9～10 9～10 9～10 9～10 9 13～14 12～13 12～13 12～13 12 11～12

2 mm 9～10 8～9 8～9 9 8～9 8 7～8 8～9 8 7～8 8 7～8 7 7 11 10 9～10 10 9～10 9 8～9

4 mm 7 6～7 6 6～7 6～7 6 6 6～7 6 5～6 5～6 5～6 5～6 5 8～9 7～8 7 7～8 7 7 6～7

6 mm 6 5～6 5 5 5 4～5 4～5 5 5 4～5 4～5 4～5 4 4 6～7 6 5～6 6 6 5～6 5～6

10 mm 4 4 3～4 3～4 3～4 3 3～4 3～4 3～4 3 3 3 3 3 4～5 4～5 4 4 4 3～4 3～4

20 mm 1～2 1 1～2 1～2 1 1～2 1 1 1 1～2 1 1 1～2 1～2 1～2 1～2 1～2 1～2

0.5 mm 27～28 26～27 25～26 24～25 23～24 23 31～32 30～31 29

1 mm 25～26 24～25 23～24 22～23 21～22 21 29 28 26～27

2 mm 23～24 22～23 21～22 21 21 20 19 18～19 26～27 25～26 24～25 23～24

4 mm 21～22 20 19 19 19 18 17 17 24 23 22 21～22

6 mm 20 19 18 17～18 17 18 17 16 15～16 15～16 23 21～22 20～21 20 19～20

10 mm 18～19 17～18 16～17 16 15～16 16～17 15～16 14～15 14 14 21 20 18～19 18～19 17～18

20 mm 15～16 14～15 13～14 13～14 13～14 14 13 12 12 12 17～18 16～17 16 15～16 15～16

40 mm 13～14 12～13 11～12 11～12 11～12 12 11 10～11 10 10～11 15～16 14 13～14 13～14 13

60 mm 11 10～11 10 10～11 10 9～10 9 9～10 12～13 12 12 11～12

100 mm 9～10 9 8～9 9 8～9 8～9 8 7～8 8 7～8 11 10 10 10 10

0.5 mm 11 10～11 10 9～10 9～10 9 13 12～13 11～12

1 mm 8～9 8～9 8 7～8 7～8 7 10 9～10 9

2 mm 6 6 5～6 5 5 5 5 4～5 7 7 6～7 6

4 mm 3～4 3～4 3 3 3 3 3 2～3 4 4 3～4 3～4

6 mm 2 2 2 1～2 1～2 1～2 1～2 1～2 1～2 1～2 2 2～3 2 2 1～2

0.5 mm 29 28～29 27～28 27 26 25～26 25 24～25 32～33 31～32 30～31 30～31

1 mm 27 26～27 25～26 25 24～25 24～25 23～24 23 22～23 22～23 30～31 29～30 28～29 28 27～28

2 mm 25 24 23～24 23 22～23 22～23 21～22 21～22 21 20～21 28 27 26～27 26 25～26

4 mm 23 22 21～22 21～22 20～21 20 20～21 20 19～20 19～20 18～19 18～19 25～26 25 24 23～24 23 22～23

6 mm 21～22 21 20～21 20 19～20 19 19 19 18～19 18～19 17～18 17 24～25 23～24 23 22～23 22 21～22

10 mm 19～20 19 19 18 17～18 17～18 17 17 16～17 16 22 21～22 21 20～21 19～20

20 mm 17～18 17 17 16 15～16 15～16 15～16 15 15 14～15 14 14 19～20 19 19 18 17～18 17

40 mm 15 14～15 14～15 13～14 13～14 13～14 13 13 12～13 12 16～17 16～17 16 15～16 15

60 mm 13～14 13～14 13 12～13 12～13 12 12 12 11～12 11 15～16 15 15 14 14

100 mm 12 12 11～12 11 11 10～11 11 10～11 10 10 13～14 13～14 13 12～13 12

0.5 mm 8～9 8 7～8 8 7～8 7 7 7 9～10 9 8～9 9

1 mm 6 6 5～6 5～6 5～6 5～6 5～6 5 5 5 7 6～7 6 6～7 6～7

2 mm 4 3～4 3～4 3～4 3～4 3～4 3～4 3 3 3 4～5 4 3～4 4 4

4 mm 1～2 1～2 1 1 1～2 1 1～2 1 1 1 1～2 1 1～2 1～2 1～2 1～2 1～2 1～2

 幼穂長

　　　   確認日
7月1日 7月26日 7月31日

幼穂長からみた穂肥施用時期・出穂期の予測表 (県南・県西東部版)

コシヒカリ
※表中の数値は出穂期までの日数を表す。

出
穂
期
の
予
測

　   今後の気温

 幼穂長
平年並み 平均気温+2℃ 平均気温-2℃

7月6日 7月11日 7月16日 7月21日 7月16日 7月21日7月1日 7月6日 7月11日 7月16日 7月21日 7月26日

穂
肥
施
用
時
期
の
予
測

　   今後の気温

 幼穂長
平年並み 平均気温+2℃

 幼穂長

　　　   確認日
7月1日 7月26日 7月31日

7月26日 7月31日

※表中の数値は穂肥施用時期(主稈幼穂長30mm)までの日数を表す。

平均気温-2℃

7月31日 7月1日 7月6日 7月11日

7月6日 7月11日 7月16日 7月21日 7月11日 7月16日 7月21日 7月26日

平均気温-2℃

 幼穂長

　　　   確認日

7月31日 7月1日 7月6日 7月11日 7月16日 7月21日7月1日 7月6日

7月11日 7月16日

7月26日 7月31日

あきたこまち
※表中の数値は出穂期までの日数を表す。

出
穂
期
の
予
測

　   今後の気温

 幼穂長
平年並み 平均気温+2℃

6月21日 6月26日 7月1日 7月6日 6月26日 7月1日 7月6日 7月11日 7月21日

※表中の数値は穂肥施用時期(主稈幼穂長10mm)までの日数を表す。

穂
肥
施
用
時
期
の
予
測

　   今後の気温

 幼穂長
平年並み 平均気温+2℃ 平均気温-2℃

 幼穂長

　　　   確認日

7月16日 7月21日

7月11日 7月16日

7月11日 7月16日6月21日 6月26日 7月1日 7月6日7月21日 6月21日

6月21日 6月26日 7月1日 7月6日 6月26日 7月1日 7月6日 7月11日 7月21日

ゆめひたち
※表中の数値は出穂期までの日数を表す。

出
穂
期
の
予
測

　   今後の気温

 幼穂長
平年並み 平均気温+2℃ 平均気温-2℃

7月16日 7月21日

7月16日 7月21日

7月11日 7月16日6月21日 6月26日 7月1日 7月6日7月21日 6月21日

 幼穂長

　　　   確認日
7月1日 7月6日 7月11日 7月1日 7月6日 7月11日 7月16日 7月26日 7月31日

※表中の数値は穂肥施用時期(主稈幼穂長6mm)までの日数を表す。

穂
肥
施
用
時
期
の
予
測

　   今後の気温

 幼穂長
平年並み 平均気温+2℃ 平均気温-2℃

7月21日 7月26日

7月16日 7月21日

7月16日 7月21日7月31日 7月1日 7月6日 7月11日7月26日 7月31日

 幼穂長

　　　   確認日
7月1日 7月6日 7月11日 7月6日 7月11日7月26日 7月31日 7月1日 7月6日 7月11日 7月16日 7月21日 7月26日 7月31日 7月1日 7月16日 7月21日 7月26日 7月31日



 

 

0.5 mm 26～27 25～26 25 24～25 24 23～24 24 23 22～23 22 21～22 21 30 29 28 27～28 27 26～27

1 mm 24～25 23～24 23 22～23 22 21～22 22 21 20～21 20～21 20 19～20 28 27 26 25～26 25 24～25

2 mm 22～23 21～22 21 21 20～21 19～20 19～20 20 19～20 19 19 18～19 17～18 17～18 25～26 24～25 24 23～24 23 22 22

4 mm 20～21 20 19 19 18～19 18 17～18 18 17～18 17 17 16～17 16 16 23～24 22～23 22 21～22 21 20 20

6 mm 19 18～19 18 18 17～18 16～17 16～17 17 16～17 16 16 15～16 15 15 22 21 20～21 20 19～20 19 18～19

10 mm 17～18 17 16～17 16～17 16 15～16 15 15～16 15 15 15 14～15 14 13～14 20 19～20 19 18～19 18 17～18 17

20 mm 15 14～15 14～15 14～15 13～14 13～14 13 13 13 13 12 12 17～18 16～17 16～17 16 15～16 15

40 mm 13 12～13 12～13 12～13 11～12 11～12 11～12 11～12 11～12 11 10～11 10～11 14～15 14～15 14～15 14 13 13

60 mm 11～12 11～12 11～12 10～11 10～11 10 10～11 10 9～10 9～10 13 13 13 12 11～12

100 mm 10 10 10 9～10 9 8～9 9 9 8～9 8 11～12 11～12 11 10～11 10

0.5 mm 13 12～13 12 12 12 11 11～12 11 10～11 11 10～11 10 15 14 14 13～14 13～14 12～13

1 mm 11 10～11 10 10 10 9～10 10 9 8～9 9 9 8～9 12～13 11～12 11～12 11～12 11～12 10～11

2 mm 9 8～9 8 8 8 7～8 7～8 8 7～8 7 7～8 7 7 6～7 10～11 9～10 9 9～10 9 8～9 8

4 mm 7 6～7 6 6 6 5～6 5～6 6 5～6 5 5～6 5～6 5 5 8 7 6～7 7 7 6～7 6

6 mm 5～6 5 4～5 4～5 5 4～5 4～5 5 4～5 4 4 4～5 4 4 6～7 6 5 5～6 5～6 5 5

10 mm 4 3～4 3 3 3～4 3 3 3～4 3 3 3 3 2～3 3 4～5 4 3～4 3～4 4 3～4 3～4

20 mm 1～2 1 1 1～2 1 1 1 1 1 1 1 1 1～2 1～2 1～2 1～2 1～2 1～2

0.5 mm 26 25 24～25 23～24 22～23 22 29～30 28～29 27～28

1 mm 24 23 22～23 21～22 20～21 20 27 26～27 25

2 mm 22 21 20～21 19～20 20 19 18 17～18 25 24 23 22

4 mm 20 19 18 18 18 17 16～17 16 22～23 21～22 21 20

6 mm 19 18 17 16～17 16 17 16 15～16 14～15 14～15 21～22 20～21 19～20 19 18

10 mm 17～18 16～17 15～16 15 15 15～16 15 14 13～14 13～14 20 19 17～18 17 16～17

20 mm 14～15 13～14 13 13 13 13 12～13 11～12 11～12 11～12 16～17 15～16 15 14～15 14～15

40 mm 12～13 12 11 11 11 11 10～11 10 9～10 10 14～15 13～14 12～13 12～13 12～13

60 mm 10～11 10 9～10 10 9～10 9 8～9 9 12 11 11 11

100 mm 9 8～9 8 8～9 8 8 7～8 7 7～8 7～8 10～11 9～10 9 9～10 9

0.5 mm 10～11 10 9～10 9 9 8～9 12 11～12 10～11

1 mm 8 8 7～8 7 7 6～7 9 9 8～9

2 mm 5～6 5～6 5 5 5 5 4～5 4～5 6～7 6～7 6 5～6

4 mm 3 3 3 3 3 3 2～3 2～3 3～4 3～4 3～4 3～4

6 mm 2 2 1～2 1～2 1～2 1～2 1～2 1～2 1～2 1～2 2 2 2 2 1～2

0.5 mm 27～28 27 26 26 25～26 25 24～25 24 23～24 23 31 30 29 28～29 28

1 mm 25～26 25 24～25 24 23～24 23～24 22～23 22 21～22 21～22 28～29 28 27 26～27 26

2 mm 24 23 22～23 22 21～22 21～22 21 20～21 20 19～20 26～27 25～26 25 24～25 24

4 mm 21～22 21 20～21 20～21 19～20 19 19～20 19 18～19 18～19 18 17～18 24～25 23～24 23 22～23 22 21～22

6 mm 20～21 20 19～20 19 18～19 18 18～19 18 17～18 17～18 17 16～17 23 22 21～22 21～22 20～21 20

10 mm 18～19 18 18 17～18 16～17 16～17 16 16 15～16 15 20～21 20 20 19 18～19

20 mm 16～17 16 16 15～16 15 14～15 14～15 14～15 14～15 14 13～14 13～14 18～19 18 18 17 16～17 16

40 mm 14 14 13～14 13 13 12～13 12～13 12～13 12 11～12 15～16 15～16 15 14～15 14

60 mm 13 13 12～13 12 11～12 11～12 11～12 11～12 11 10～11 14～15 14～15 14 13～14 13

100 mm 11～12 11～12 11 10～11 10～11 10 10～11 10 9～10 9～10 13 12～13 12～13 12 11～12

0.5 mm 8 7～8 7 7～8 7～8 7～8 7 6～7 6～7 6～7 9 8～9 8 8～9 8

1 mm 6 5～6 5 5～6 5～6 5～6 5 4～5 4～5 5 7 6 5～6 6 6

2 mm 3～4 3～4 3 3 3～4 3～4 3 3 3 3 4 4 3～4 3～4 4

4 mm 1～2 1～2 1 1 1～2 1 1 1 1 1 1 1 1～2 1～2 1～2 1～2 1～2 1

 幼穂長

　　　   確認日
7月1日 7月26日 7月31日

幼穂長からみた穂肥施用時期・出穂期の予測表 (県西西部：古河周辺版)

コシヒカリ
※表中の数値は出穂期までの日数を表す。

出
穂
期
の
予
測

　   今後の気温

 幼穂長
平年並み 平均気温+2℃ 平均気温-2℃

7月6日 7月11日 7月16日 7月21日 7月16日 7月21日7月1日 7月6日 7月11日 7月16日 7月21日 7月26日

穂
肥
施
用
時
期
の
予
測

　   今後の気温

 幼穂長
平年並み 平均気温+2℃

 幼穂長

　　　   確認日
7月1日 7月26日 7月31日

7月26日 7月31日

※表中の数値は穂肥施用時期(主稈幼穂長30mm)までの日数を表す。

平均気温-2℃

7月31日 7月1日 7月6日 7月11日

7月6日 7月11日 7月16日 7月21日 7月11日 7月16日 7月21日 7月26日

平均気温-2℃

 幼穂長

　　　   確認日

7月31日 7月1日 7月6日 7月11日 7月16日 7月21日7月1日 7月6日

7月11日 7月16日

7月26日 7月31日

あきたこまち
※表中の数値は出穂期までの日数を表す。

出
穂
期
の
予
測

　   今後の気温

 幼穂長
平年並み 平均気温+2℃

6月21日 6月26日 7月1日 7月6日 6月26日 7月1日 7月6日 7月11日 7月21日

※表中の数値は穂肥施用時期(主稈幼穂長10mm)までの日数を表す。

穂
肥
施
用
時
期
の
予
測

　   今後の気温

 幼穂長
平年並み 平均気温+2℃ 平均気温-2℃

 幼穂長

　　　   確認日

7月16日 7月21日

7月11日 7月16日

7月11日 7月16日6月21日 6月26日 7月1日 7月6日7月21日 6月21日

6月21日 6月26日 7月1日 7月6日 6月26日 7月1日 7月6日 7月11日 7月21日

ゆめひたち
※表中の数値は出穂期までの日数を表す。

出
穂
期
の
予
測

　   今後の気温

 幼穂長
平年並み 平均気温+2℃ 平均気温-2℃

7月16日 7月21日

7月16日 7月21日

7月11日 7月16日6月21日 6月26日 7月1日 7月6日7月21日 6月21日

 幼穂長

　　　   確認日
7月1日 7月6日 7月11日 7月1日 7月6日 7月11日 7月16日 7月26日 7月31日

※表中の数値は穂肥施用時期(主稈幼穂長6mm)までの日数を表す。

穂
肥
施
用
時
期
の
予
測

　   今後の気温

 幼穂長
平年並み 平均気温+2℃ 平均気温-2℃

7月21日 7月26日

7月16日 7月21日

7月16日 7月21日7月31日 7月1日 7月6日 7月11日7月26日 7月31日

 幼穂長

　　　   確認日
7月1日 7月6日 7月11日 7月6日 7月11日7月26日 7月31日 7月1日 7月6日 7月11日 7月16日 7月21日 7月26日 7月31日 7月1日 7月16日 7月21日 7月26日 7月31日




